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哲 学 三註
巨ヨ 第

ペー・ヤー・チャアゲーエブ
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員手 設 (2) 

チヤアタダ、一ヱフの「干祈F守守千l;?-リ，苧書簡!のよ iり)11正i王:LいI原甲解のfた二めにiば工. そのfiiT1記と Lて. げくの

てつのn，主:が不11]"欠である. 11[J fハそのーは， 1 書箱}の執筆に宇:る主での，チャア夕、~. 

1 ブの知的発展と， 結神的j由子をあとづiナることであり，一二二(t. より;よし視野の Lと

に， 勺H与の社会の現実の111にあって， tてとして立II何なる問題がチャアターエフを含めて

~r~. きロシアの f ンテリゲンヅイアをとらえたかを考察すること. ニ，!lである.

L たがって， 以下においてi::t. これらの課題にこたえるべく書簡;の執筆に予:る

主でのチャアダーエフの知的発展を.時代思潮の背景とともに述べることとする.

チャアダーエフの伝記は， 今日までに幾人カミの研究者によって書かれてきたが.その

L 、ずれもが，近年になって著わされたファルク 1)やシュクリノフむの研究をも含めて，

後のチャアダーエフ研究において出発点となったゲルシェンゾンの古典的労作3) と，

1931年に出たケネーの諜紹な研究4)とを出るものではない. しかしてチャア夕、、ーエフ岳

身の書いたものはといえば，書簡をも含めて弓伎が辞任を願出た1820年以前の資料は皆燕

である設に，多くのi司時代人のメモウールの類が干IJ用されているのであるが. これらの

すべてを今日直接参照することは出来なしので， この点においてもゲ、ルシェンゾンやケ

ネーの研究;;t，現在までその価値を保持していると言える. しかしながら，チャア夕、ー

エフの忠怨形成をあとづけるにあたっては， 判明せぬ幾多の事実があるということカ hら

も， さまざまなアプローチと解釈が可能であって， この点ケネーによりながらも， 丙i吹

!己主!やir!j'代思潮との!kj係においてより幅広い角度から論じたコワレの研究;，)や， 長近の

ソグィエトのデカブリスト掛究の或宋を生かしつつ， チャア夕、ーエフとデカブリストと

の関係をi講じたシュクリノフの先にあげた著書やフイリッポフの議之のにも. 多くの IJ ~ 

i疫を見出すことが出来ょう.

1) Heinrich Falk， Das ¥Veltbild Peter J. Tschaadajews nach seinen acht "Philosophischen 

Briefe正三孔lunchen、1954.

2 ) 口.C. lliKypHHOB， n.完.4aaぇaeB，M. 1960. (以下単に lliKypHHOBとす)
3) M. repI.IleH30H，口.完.4aa，llaeB，主匂3HbH MbllllλeHHe， C口6.1908 i以下単に rep回eH30Hと
すj

4) Char les Quenet司 Tchaadaぞvet les lettres philosophiques. Contribution a I'etude du mouve-

ment deメ ideesen Russie， Paris， 1931 以下単に Quenetとす i
ラ') Alexandre Koyr色、 PetrTchaadael人 dansEtude sur r Histoire de la Pans毛ephi losophique 

en Russie， Paris， 19ラ0，pp. 19-102. 

6) JI.A.φuλAHnnOB，PeAHrH03Ha冗 yTonH兄 n.51.4aa，llaeBa H COBpeMeHHbIe TeOAorHH， I1CTOpl恨
CCCP， 1961， N2 6. 
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外 JII 継男

以下においても，これら先学の業績を参照しつつ記述を進めることとする.

末
事長持

チャア夕、、ーエフの経歴については. 今Bまでいぜんとして判明せぬ多くの事実がある

が， そもそも復がし、つどこで生まれたかについてもはっきりしていない 7) 生年につい

ては. 1792年から 1796年に至る西つの異説があり，め出生地に関しても，モスクワとい

う説とニージニ=ノヴゴロドだとする説とがある.のしかし生年に関して言うならば，設

が多くのデカブリストと同じ世代に属し オドエフスキー，ホミヤコープ，キレエーフ

スキーらよりもほぼート才の年長であって， これらドイツ観念論哲-学にはぐくまれた「愛

智会」の浪漫主義的観念論者と，主としてフランスの啓蒙思想に育てられたデカブザス

トの位代とを結びつける，いわば「生きたきずなJ (ミリュコーフ)であったことを指

補すれば足りよう.

四十年代の「父」の世代と，六十年代の「子jのtfl:fi;との間に一つの明瞭な箕的相異

を見るようには，二十年代の政治的志向を有するインテリゲンツィアと，三十年代の豆、

弁的傾向を持つそれとの間に一線を引くことは出来ないがの二十年代のデカブリスト

の世代にあっては，政治的志向がより優位を占めており，それが三十年代になると思

弁的傾向を持つ貴族インテりが多数を占めるように変ってきたとは言い得る 11) チャア

ダーエフについて言うならば，彼が「二十年代の子J (レルネル〉として，デカブリス

トの多くと同じ精神的雰酉気の中に育ったこと， そして彼らの政治的志向を十分すぎる

程理解していたということと， ドイツの観念論哲学， とりわけシェリング哲学の研究と

いう面では，次の三十年代の世代に先馳けていたとLづ事実を， ここであらかじめ認識

する必要がある.

キレエフスキー元弟が早くに父を喪った如く， チャアダーェフとその二才年長の兄ミ

ハイーノレもまた幼くして父親に死別したが，彼らの場合は相ついで母親をも喪った12)が

ために， 孤児となった二人は母の姉たるアンナ・ミハイーロヴナ・シチェノレバートヴア

の許において育てられた. チャアダーエフの母方の祖父なる人は，著名な歴史家シチェ

ノレパートフ公で，いわば名門の家柄に属する.そしてこのような家柄に対する一種の誇

りとか於持といったものが， 後年のチャアダーエフの人との交際における一見冷ややか

7) Falk， op. cit.， p. 13. 
8) rスラプ訴究」第6巻， 65頁，注 i
9) シユクリノフは， 1794年モスクワ説をとっている.立IKypHHoB，CTp. 4 
10) これは一つには，両世代を通じて，インテリの殆どすべてが崇族出身であったということ， 更に
二十年代においては.r北極星」と並んで.rムネモジーナjが刊行されており，叉三十年代においても
思弁的傾向を持つスタ γヶーヴイッチのサークルと並んで，より政治的な志向を有するゲルツェン，
オガリョフらのサークルがあったこと等による.

11) このように二十年代と三十年代のインテリの主たる傾向を二分することは， つとにイグアノフ=

ラズームニクがおこなっているところである.I1BaHoB-Pa3yMH関心 06IIJ;eCTBeHHbleH yMcTBeHHbIe 
Te可em硯 30-xroぇOBH HX OTpa)KeHHe B JIHTepaType，抗CTOpH冗 pyCCKO員 JIHTepaTypbJXIX 

B. no)J. 予e)J..OBC兄HHKO・KyJIHKOBCKoro，T. 1， M. 1908 
12) 矢は 1795年に，母はそれから二年して 1797年に死んでいる.
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哲学書簡

な態度や， サロンでの非の打ちどころのない起居振舞にもあらわれるところとなるので

ある.

このチャア夕、ーエブの担父には， 「ロシアにおける風俗の額廃についてj と題する歴

史論文があるがめこれは古来のロシアの審員美浴が， ピョートんの改革以来地に堕ち

たことを嘆いたもので， このような不満は， ロシアの形の上だけの西欧化に反対する当

時の少なカミらぬ貴族階級が抱いていたところであった 14) はた Lてチャアダーエフが.

この原稿を読んでいたか否かについては疑問があるが宅 1;') 後年の「哲学書簡!の主題た

るロシア文明と西欧文明の関係が. この祖父によって，すでにこのような形で;会ぜ、らr1 
てい J三ことは興味あるところと言えよう. lかしわれわれにとってより軍要なのは. カ

ヲムジーンやシチェノレパートフのある意味では単純なかかる保守的な号室関心が. アレ '7

サンドノレ-!fその治tl々 の初期において自由主義思想の沈干しを受;ヒ 更に組問戦争と外征と
いう休験を経たチャアダーエフやヂカブリストのtttf¥:;二:tゴL、て， 如何なる質的変化をな

たかということである.

i可親を喪ったチャア夕、ーエブ兄弟は，この伯母の家庭にますL、て養育されたのであるが‘

この伯母なる人辻、「短めて単純な精神の人であり…一-その生涯が示すよう i二主ことに

主主人で、議身的て、あったJといわれてし、る 16) 事実，後年の彼女の書簡-からも， この伯母

がチャア夕、ーエフ兄弟を真実の母のごとくいっくしみ育ててきたことがうかがえるので

あって，のチャアダーエフの幼年時代に，悲しい孤児の境遇を認めることは出来ない.

このような伯母の庇護のもとにあって，チャアダーエアとその兄は， 当時の貴族の子

弟の習慣にしたがって， 多くの家庭教師について勉強を始めたのであるが， この中に

は，当時モスクワ大学で経済学を教えていたクリスチアン・シュレッツアーや，歴史と

哲学の教授テオフイール・ブーレの如きすぐれた外人教師がし、たと伝えられているめ

よきf同人教授というものが， 教えをう;子る生徒の素質がすぐれている時にどれ程の効京;

をあげ得るものである治ベヱ幾多の仔Ijが示すところであるが， 幼い日のチャアダーエフィハ

守熟な才能のあらわれについて.ジハレフは次のように回想している.

:未だ少年時代をすぎた之、かりというのに丈訟を集め出して， 伎はモスクワ rt1の古本

詰に知られるようになった.またノ二リのデイト、 (Didot，IH版社) とも取引関係を1.1'r;宅

!'VLJ1-~二 L て， ~t時未知のセノレゲイ・ミハイーロヴイッチ・ゴリーツイン公爵に対 L て，

fllJヵ、自分の知りたいことについて千紙を書き;玉った. 更に伎はちくの i士j~ のーとと.宗

教・科'''f:・芸能について品じたものだった!1η 

1808 f干し チャア夕、ーエブ;土モスケワ大学i二入学Lたが. 三時の大学の I記録は 181~ 1r 

13) Qu主net，p. 9 

14) われわれは， かかる不満を長も推す?に代1f-Lたものとして， カラムジーンの初期の著作をあげる
ことが出来る.

15) Qu毛ロet，p. 10 

16') BecHHK EBpOllbI， 1871， 7， CTp. 175; CM. fepweH3oH， CTp. 4 Quenet， p. 3 

17) 1834年8月26日付， ミハイール・チャアダーエプ宛書簡

18) PyCCKH負 APXHB，1866， col. 246， No. 14. col. 250: Cf. Quenet， p. 4-5 
iヲ) BecTHHK EBpOllbI， 1871， 7; CM. fepweH3oH， CTp. 7 
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の戦火で:喪失しているため，何学科に入学したかは不明である 2のしかしより重要なの

は，チャアダーエフがここにおし、て，後年長い友誼を結ぶこととなった，生涯の友を晃

出したということである. この中には，デカブワストのヤクーシキンや，ニコライ・ツ

ノレゲーネフ， ニキータ及びアノレタモン・ムラヴイヨフ， 作家のグリポイエドフ等がし、る

が 21)特にヤクーシキン及びツノレゲーネフとの交友は多くの書簡が示すように， 生涯に

わたって謹めて親密なものであった.

これより二年前 1804年にモスクワ大学は新しい大学令によって改革され， ある程度

の自治も取入れられて自由主義的な教育が殖されるに至っていた. このような大学にあ

って，チャアダーエフが何を学んだかについては，具体的にこれを明らかにしないが，

次の三点だけは明記する必要があると思われる.即ちそのーは，先に記したブーレが当

時この大学においてカン人フイヒテ，シェザングらの哲学をすでに紹介しており，チャ

アダーエフがヤクーシキンらと共に哲学的問題を論じあっていたことであり，泌第二に

は，ツヴェターエフの自然法についての講義や，カチェノフスキー教授の雑誌、 <<BeCTHHK

EBpOIlbI>>が，新しい忌想、に対する興味を若い学生に与えていたということである 28)チ

ャアダーエフの親友ニコライ・ツノレゲーネフは， その大学時代日記に，カチェノフスキ

ーの平民と特権階級の差に関する講義に触れたあとで， Iロシアにはこのような権力の

還用があることを，心から侮まずにはいられない」ω と記しているが， この言葉は，当

時の若いインテリが，西欧思想、を学ぶことによって，現実のロシアにその目を向げはじ

めたことを物語っているものと言えよう.更にシュクリノフは，この頃のチャアダーエ

フの読書傾向として， ノレソー， ヴォルテーノレ，ディドロなどフランスの啓蒙主義者の名

をあげているが 25) これは多くのデカプリストと同じ読書類自を示すものであって，彼

方丸、わば， Iフランスfとしたコスモポリタンな世代 j(コワレ〉に属するものであること

を意味する.後年チヤアダーエフが「哲学書簡」をロシア語ではなく，フランス語で書

いたという事実は，この時代の援の受けた教育や，その読書額向と無関係ではなく， ま

た彼が西欧の思想を，その感受註の強い少年時代に，間接的な形ではなくて直接に摂取

していたという点は重視すべきところである 26)

ゲノレツェンが，いわば生まれながらにして祖国戦争の砲火を浴ひ¥ 愛国的感情の高ま

りを子守唄にして育ったことと比べるとき，それより一時代前に生まれたチャア夕、、ーエ

フが.すでに祖国戦争の前に， 西欧文化に対する醤震の中に知的に吾覚めたと L、う事実

20) ゲノレシェンゾンは多分文科で、あろうと推測している.fepmeH30H， CTp. 6 

21) lllKypHHOB， CTp. 10.なおこれと時を同じくして後にセミヨノフスキ一連隊事件に連坐する従兄
弟のイヴアン・シチエノレパートフも入学している.
22) 3anHcKH， CTaTbH， nHCbMa ，ll.eKa6pHcTa 11.兵.完KymKHHaM. 1951， CTp. 627 (以下単に
完KymKHH，3anHcKHとす〉なおケネーによれば，このほか，語科ではラインハノレトが新しいドイツ
哲学を講じていた.Quenet， p. 12 

23) M. B. He可KHHa，fpH6oe，ll.OB H ，ll.eKa6pHcTbI， M. 1947. CTp. 93 
24) 1808年5月7日の日記，

25) lllKypHHOB， CTp. 9 
26) チャアダーエブが「ロシア語よりもフランス語の方をよりよく話す」最後の世代に嘉していたと
いうことは， 自らの考えをよりよく表現するためにフランス語で書くことをすすめたゲノレツェンへの

子紙からもうかがえよう. (1851年 7月 26E付書簡〉
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は.両者の精神的発展の上に大きな桔異があったことを示しているといえよう.

かかる知的雰屈気の中にあって， 大学時代のチャアダーエフが rその自主的な行為

によって， ひときわ吾立っていたJ2i) とジパレフは自想しているが， ローンギノフも若

き自の彼が「疲れを知らぬ読書家で，常により多く知ることに会欲であったJ28) と記 L

ている. しかもその美貌と，比類なく霞雅な物腰，更に揺りの名手という評判は，チヤ

アダーエフをして「モスクワ中の若者の中で最も輝か L~ 、 J~9) 存在たら Lめていたので

あった 30)

このように蔦人からその輝Lい未来を嘱望きれていた若者が.程南戦争とその俸のロ

シア礼会の変化の1/1に為って，如何に生きていった治、をわれわれば以下にえるであろう.

日121Y.!)月.チャアダーエフi土'1:;去を111るや.その兄とと Lに，近需のセミヨノフス

キ一連I~誌に人i設した. この人i誌が，キノレピチニコフの瓦うように「担同防衛のために進

んで志願したJ31) ものか， あるいはヂルシニL ンゾンやケネーが古っているように， 「汁

時の貴族の子弟の慣習に従ったJ32) までであるかについては， チャアダーエフ自身がH
も語っていない以上いずれも憶測の域をlむないが，われわれにとってょっ重要なのは‘

戦争とその後の外征においてチャア夕、、ーエフの示した態度がどのようなものであったか

ということである.入隊した年の八丹末から九見はじめにかけて，設は連隊旗手と Lて

有名なボロヂノの会戦に参加しているが， これにはデカプリスのベステリ，ヤクーシキ

ン，セルゲ、イ・ムラヴイョフ=アポストル， ラエフスキー， トノレベツコイといった面々

も加わっている. このu寺後需にあったセミヨノフスキ一連隊(1， クトウゾフ将軍の命令

により，ラエフスキーの大隊を援助すべく，仏軍の槍騎兵隊と白兵戦を交えたと伝えら

れているめこの会戦後チャアダーエフは 1813年の 5月にはセミヨノアスキ一連iまから

アフトウルスキー標騎兵連隊に移っているが，めこの後 1814年のノ之リ入城まで，幾多の

戦開に参加し叙勲もし昇進もしている. これらのことは，いずれもチャアダーエフが

軍人として立派にその職丘を去したことを示すものと言えよう.

Lかしわれわれにとってより興味があるのは，ジハレフの伝える次の挿話て、ある. チー

27) BecTHHK EBponbI， 1871. 7， CTp. 182; CM. HeQKHHa， fpH6oe，ll.OB H ，ll.eKa6pucTbI， CTp. 83 
28:) COBpeMeHHHK， 1856， L VIII， CTp. 5; Cf. Quenetラ p.14 

29') Quenet， p. 14 
30) プーシキンはエヴゲヱニイ・オネーギンの第 l篇 25箆で次のように書いている.

BTOpO註 4aa，ll.aeB，MO負EBreHH品 B CBoe長O，ll.e)K，ll.e 6bIλne，ll.aHT 

Bo兄Cb peBHHBbIX oCY)KjI，eHHu， H TO， QTO MbI H33B3JIHφpaHT. 
31) PyccKaπMbICJIb， 1896， M 4， CTp. 143， CM. fepweH3oH， CTp. 8 

32) fepweH3oH， TaM )I{e; Qu毛net，p. 16 
33) 口..Il，HPHH， HCTOpH兄 JIe員6・rB3p，lI.HHceMeHOBCKoro rroλK3， T. 1.， Cτp. 397; CM. M. B. He弓KHH3，

江BH)I{eHHe，ll.eKa6pHcToB， T. I. CTp. 109 
34) マトヴエイ・ムラヴィヨフ=アポストルはこの|時の転任をチ γアダーエプが震騎兵連隊の制較にひ

かれたからであるとしているが， これはチ γアダーエフのプラントぶりをぶすーっの挿話にすぎず，

事実とは思われない.
A. Ca3oHoB沼町日33amfCOK江百五a6pHCTaM.I1. MypaBbeBa-AnocToJla， fO.1foC MUHyBwero， 1914. 
NQ 1， CTp. 140 (以下単に日33anHCOK抗日.MypaBbeBa・AnOCTOJIaとすj
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ヤアダーエフは 1813年の春にシレジヤのラング・プラウ村に暫く駐屯していたが， この

滞在は援にのちのちまで忘れ兼ねる「大きな」印象を与えたものであった.

「ここにおいて一一ーとジハレフは書いている一一ーはじめてヨーロツパの生活がこの上

なく魅力ある形のもとに，彼をとらえたのであった. チャアダーエフは死ぬまでこのラ

ング・ブラウ村について情熱をこめて語っていた. このような情熱は， ロシアの農村と

シレジアやハンガリアの村とのちがし、を知る者にとっては，誰でも理解出来るところ

である.J35) ロシアの貧しい農村ム ヨーロッパの秩序立った豊かな村落との関のきわ立

った相異は， その後 30余年して 1847年にゲノレツェンがロシアを去った時にも深い印象

をその心にJ庭付けず、にはおかなかったところのものである. ゲ、ノレツェンはその著「ロシ

アにおける革命思想、の発達について」の序文においてこの時の印象を記しているが， 彼

がこのことをもってヨーロッパとロシアの歴史的梧異を品ずる一つのいとぐちとしてい

るのは. r哲学書簡J の主題とあわせ考える持iこ， このシレジアの農村の滞在がチャア
夕、、ーエフの精神的成長にとって，一つの大きな意味を持ったにちがし、ないことを陪示し

ている.

祖菌戦争は若いロシアのインテリにとって，新しい世界をその現実の姿の下に見せた

ところの貴重な体験となったが， この点についてチャアダーエフと行動をともにしたヤ

クーシキンは次のようにその回想記に記している. rまる一年ドイツにいて， その後数
カ月パりに滞在したこと誌， 多少なっともロシアの若者の考え方を変えさせずにはおか

なかった. このような偉大な環境の中にわれわれの一人一人が多少とも成長していった

のである.J3訪

問題はこのような若者の一人一人が， おのれの得た新鮮な外国生活の印象を，どのよ

うに各自の思想の中に泣置づけ，そこから如向なる結論をひき出したかにある.そして

このような作業が，祖国戦争の後において，チャアダーエフにおいてもデカブリストに

おし、ても残された課題となったのであるが， それではチャアダーエフがどのような気持

で，この外征を体験したかを更に考察することとしよう.

ヤクーシキンらと同様， チャアダーエフもまた 1814年にノζ リに入城したが， この時

の思い出を後に彼はその手紙36) の中で次のように I~I顧している.

fわれわれはヨーロッパに対して敬意をもっていましたし，尊敬すら抱いて眺めてき

ました. なぜならばわれわれは， ヨーロッパこそが自分たちに多くのことを， とりわけ

われわれ自身の磨史を教えてくれたことを知っていたからです.たまたまわれわれがピ

ョートル大帝のように勝利を得たときに言ったことは， 皆様方， この勝利こそあなたが

たのお藍なのですという言葉でした.われわれが， とある-f-jパリに入った時の状態は

こんな風で、したし 自分自身所設青二段の!Jたりあがりものであることを忘れていたわh

35) BecTHHK EB予onbI，1871. 7， CTp. 186 
35) 3anHcKH兄KyrnKHHa，CTp. 8 
36) COQHHeHH冗 HDHcbMa口.兄 4aa.ll.aeBa，T. 1， CT予.308 (以ド単に C.H.D.とす) この子紙法
“無名氏より無名氏"へと主っているが，これがチャアダーエフ自身の書簡であることはその筆豪から
も明らかであり.C. H.口.第二巻冒頭の写真版は，この手紙を転載したものである.なおこの点に関
しては feprneH3oH，CTp・191-192参照
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われの，そこで、の受け入れられ方というのも，こんなものだったのでしたー…'Jここにわ

れわれは， 当時のロシアの一人のエリートにおげる複雑な感清の屈折を見ることができ

る.すなわち，戦争における勝利者，ヨーロッパの都パリを揺入れた者としてのひそかな

誇りと，にもかかわらず冷静に考えれば所詮自分たちがヨーロッパの <<jeunesparvenus>> 

にすぎないという自己卑下の二重のコンプレックスがこれである. チャアダーエブの tu~

代にとっては，握父たちの世代がその無智から吉きよきロシアを無条件に讃えたように

は，単純に古きよき時代を讃美することはできなかった.教育が，竪史が彼らにそれを

，ilさなかったからである.誼父のi則立にあったところの愛用心が欠如Lていたわげでは

片してない.パトリオテイズムの質がすでに変化していたからである.そしてこのよう

なパトリオテイズムの質的変{七つまりその武にある三吉りJと「自己卑下!の三毛の

感情をi[Lく理解することな Lにほ， f去のチャアダーエフジ)豆想形成も、 更にはスラ iヅ

ド義者と再欧主義者ーとの日立の 11品争 L 所設Il~しく理解できないこと二なるので、ある.

われわれは先にこの外征に参加したロシアの若者が， その夕外ト[国雪でで、のE司印|ド;写象:点か、らどのよう

/江2去if九f

l出{廿iγfすFことがでで、きよう.すなわち，そのーはエス・ムラヴイヨフ=アポストルめやエヌ・

ベストゥージェフ 38)ら多くのデカブザストにみられる，ヨーロツパ政治の現実に対する

関根と，それに由来するロシアの政治的西欧化の志向であり，いま一つは，辞任以後の

チャアダーエフにおいてみられるが如き 「ロシアの未来j が如何にあるべきかという

問題意識から， ヨーロッパ文明の本質と歴史とを究明しそこからロシアの文明と歴史

の本質を主体的に岳らの問題として取組まんとする患弁的志向である. Lかしこれは現

象面におげる二つの志向の存在を物語るだけで，その根!去には両者を通じて，ひとしく

祖国ロシアの立ちおくれに対する， いわば一種の危機意識にも近い切迫した惑博があっ

たことも忘れてはならない.われわればこのことを，以下のチャアダーエブにおけるフ

リーメイソンや，デカブリストの秘密結社との関係にも， さらに詩人プーシキンとの交

避の中にもみるであろう.今ここではチャアダーエブもまた一十二年の雷雨Jに打たれ

た、 ，-.1--三年の子供たち(エム・ムラヴィヨフ=アポストル〉の一人であったことを砿

認すれぽよいのである.
長券
発

37) エス・ムラヴ fヨフ=アポスト/レは，後年審問委員会におし、て，次のお1く託尋ーしている rナポレ
オンのくびきからヨーロッパを救った三年毘の戦争，そしてその結果として幾つかの間に代議制が施
行されたこと，叉この時代に出版され，若し、者tこ賃り読まれた政治の書物，時代の精神，そして最後に

諸菌の国内法の観察，これらがロシアにおける革命思想の源泉であります.Jvl.36paHHbIe COUliaJIbHO・
nO.J1HTH弓eCKHeH ~HJIOCO~CKHe npOH3Be~eHH交互eKa6pHCTOB ， T. n， M. 1951， CTp. 198 
38) エヌ・ベストゥージヱブもはじ審問委員会において，次のおjく供述している立憲政治が抱fJさ
れた 1815年当時五ヶ月間オランダtこ滞在しま Lたことは， 在、にはどめて民法や公民権の利益iこっL、
ての;理解をう二えてくれました.その後二度ほど短期間プランスを，llj;h，父fギリスやスペインを旅行

しましたこと立，この様な考え)jをより強罰にすることになったので、す.J TaM )!(e，τ. I. CTp. 436 
|苛チャアダーエプのまえ瓦エヌ・ツルゲーネブも <<MbICAI0 COCTaB.7JeHHH 06山eCTBa"・》の中で次
のように記している. 11812年， 13， 14， 15年の出来ごとは，われわれをヨーロッパに近付けました.
われわれ，少なくともわれわれの多くの者は，諸国民の生存の11的，国家存在の日的を完たので、した.
そして，如侍なる人為的な)Jも，もはやわれわれをあと戻りさせることは出来なかったのです.J
TaM )!{e， T.I， CTp. 222 
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勝利の栄光を担って祖国に矯還した若きロシアのインテリがそこに見出したものは，

強暴な専制政治とおくれた農奴制の明らかな弊害であった.官吏は収賄と官金の横領を

ほしいままにし， インフレと増税に抑圧された大衆は無言の中にじっとこらえていた.

ひそかな不満の声が至るところに閣かれるようになり，その初期の進歩的施策の故に若

い吉由主義者たちに期待されていたアレクサンド)レ一世も. I全ヨーロッパの皇帝J(ヤ

クーシキン〉となるにおよんで. I外敵は退けられた，今や内なる教を滅ぼさんJsa〉とい

う言葉が端的に示すように，今やその期待は全く失なわれたかにみえるに至った 40)この

ような状態をデカブリスト， アレクサンドノレ・ベスド、ウージェフは次のように記してい

る.

「一言で申Lますならば，至るところ不満な顔、がみられました. 人々は街頭で肩を窄

めて攻き交します<<これでは;行末どうなることやら》と. あらゆる要素が醗酵状態に

ありました. ひとり政府のみが火111の上にのうのうと悪夢を貧っていたのです・・ー・・収賄

はかつてないほど恥知らずにおこなわれていました"....・要するに， 国庫にますし、ても裁判

所においても役所においても，知事も総督も，利益の絡まるところはどこでも，できる

ものはこれをかすめ，できないものは盗んでいたのです.正直者は至るところで苦しみ，

ひとりざん言者や詐歎部の輩が喜んでいたので、した_J 41) 

1816年ロシアに帰還したチャアダーエフがみた祖国の現実の姿誌このようなものだっ

たのであり，それはまた多くの未来のデカブリストの見出した光景でもあった.かかる

ロシアのもろもろの矛屑に対し，彼よりも一足先に帰還した後のデカブリス人オルロフ

将軍らは，外征中にみたドイツのトゥーゲントブント (Tugendbund)にならって，社会の

改造と公共の福祉を目的としたフリーメイソンの結社を結成したが 42) ヤクーシキンも

またセミヨノフスキー連隊内にアノレテりを存って，友人たちと外国の雑誌を読みあった

り， ロシア国内の農奴制や兵役の矛居について論じあっていたと伝えられている 43)

西欧にくらべて明らかに立ちおくれている祖国を，知何に改革せんかと L、う問題こそ，

彼らにとって唯一の，そして共通の問題だったのである_ 1816年にデカブザストの最初

の秘密結社「救済同盟Jが創設されるまでは，これらロシアの若きインテリにとってフ

リーメイソンの結社こそが，ほとんど唯一のその政治的，社会改革的アスピレーショ γ

のはけ口であったということができる.そして事実また，デカプリスト， トルベツコイ

が記しているように， このようなフリーメイソンのロッジは当時数多く存在していた

39) この言葉はデカブリスト， ミハイノレ・オルロフの「秘密結社に関する覚書」の中に記されている.
日36paHHbIe---npOH3Be，lleHH匁，lleKa6pHCTOB，T.宜， CTp. 309 
40) 1814年海路フランスから帰国したヤクーシキンは， 首都における近俸のパレードを参観したが，
この持昌らの馬の前を横切った百姓を，アレクサンドノレ一世が抜刀して追いかけたのを目撃してその

回想記に次のように記している.r・・・われわれは自分の目を信ずることが出来なかった. そしてこの
ようなツアーリを今迄愛してきたことに思づかしくなって脇を向いてしまった.これが私のツアーリ

に対する最初の幻滅であった.J 3amlcKH完KylllKHHa，CTp. 9. このようなツアーリに対する一般的
な失望は，後のチャアダーエフの辞任と必ずしも無縁ではないように思われる.
41) 1136paHHbIe---npoH3Be江eH泊先，lleKa6pHCTOB，T.I， CTp. 495-496 
42) He可KHHa，瓦BH}KeHHe，lleKa6pHcToB， T.I， CTp. 132-139 
43) 3anHcKH 51KylllKHHa， CTp. 11 
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が 44) ベテノレブノレグiこ帰ったチャアダーエブもまた， ここにおいて lesAmis reunisと

いう名のロッジに加入 L，カミなり積極的に活躍したといわれている 45) このチャアダー

エブの加入したロッジには大学時代の友人グリボイェドフや， デカブリストのベステリ

も入っていたと伝えらjノ1るが. これ(土ロシアとポーランドの貴族をメンバーとする， ど

むらかといえば， Iとくに貴族的なj ロッジであったといわれている 46) ケネーによjノL

ば. 当時のロシアにおげるフリーメイソンのロッジは.神秘主義的傾向のものと， ドイ

ツ流の流れを汲んだ台理主義的. 人道i:義的な傾向のものとの二つに大5}IJされるが.チ

ャア夕、、ーエフが加入したこのたsAmis reunis はどちらかといえば前者に属するもので

あったとされる 4i)しかしながら，デカブワストの中でも， もっともラジカルであった

ベステりもこのロッジに加入していたことを考える時. チャアダーエフがかかる傾向を

有するフリーメイソンのメンノくーであったことをもって. 当時彼がすで、に神)ji;s主義的思

忽を抱いていたと早急に結晶することはつつ Lまねば、なるまい. Lかも， 彼がこの les

Anus reunis vこ加入していたのは，時期的にもそれほど長いものでなぐ、ベステリの11¥

たあと間もなくしてチャアダーエフもまた退会している紛のをあわせ考えるなら~i ， こ

のロッジのチャアダーエフ i二年えた影響をそれほど大きいものと考えることもできな

い. しかしより重要なのは，戦争から培ったチャアダーエフが，このような当時の進歩

的なインテリの良湖に決して無縁だったので辻ないということであり， 主たこの時の伎

がロシアの現実に少なくとも謁i乏してはいなかったということである. そ Lてこのこと

辻このころから始った設の ξきプーシキンとの交遊におL、ても i認められるところであっ

?ニ.

1817q三の:去に.アレクサンドルーi!I~の待詑式 '1'1であった，'/ァシリチコフ将軍の副官に

任ぜられたチャアダーエフ (i. 1819年の 2月には二季大討に l:!月;こは一手大討に昇

進 Lているが.このような彼の「日さ主しい成功ぶり I (土.その「家柄，知tL美貌，

tlIi装.哉書」とともにチャアダーエフを Lてベテ/レブルグのすべての若者の中でも，

ltrriなく日立つ.注目のlちたる輝しい存在!4，))たらしめたのであった. このヴァシリチ

コブ将軍の副'打という地位ぽ，近寄の中でももっとも輝しい前途を禄証するものであっ

て. アレクサンドノレ皇帝も:将来チャアダーエフを自らの副官に取り立てんとのおぼしめ

しがあるとのi専がベテルブソレグの社交界に流れていた;;のしカミしこのことをもってチャ

ア夕、ーエフが心から満足 Lていたのではないことは.この当}待作られた「チャアダ、ーエ

44) CM. HeqKHHa， TaM )Ke， CTp. 106 
4ラ) BeCTHHK EBponbI， 1871， 7. CTp. 190; Cf. Qu毛net，p.ラ3.なおシュククノフは，チャアダーエブ

がこれより前， 1814年にクラゴウにおいてすでにフリーメイソンのー結社に加入していた事実もあげ

ている. WKypHHOB， CTp. 11 

46) Quらnet，p.ラ3

47) Quenet， pp.ラ3-54

481 1826年のプレスト・リトフスクにおける単調べにあたって， チャアダーエブは退会の理由を，こ

のロッジが「誠実にして思憲読む、人を満足させるような力強いものを何 4 つ含んで、いなかったからJ
であると述べている.C. H n.， T. 1， CTp. 71 
49) 3anHcKH瓦， M. CBep6eeBa，宣， CTp. 386; Cf. Qu毛net，p. 21 

50) fepweH3oH， CTp. 9-10 
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フの肖像にj と題するプーシキンの次の詩が雄弁に物語っている.

OH BbIWHe註 BOJIeぬ He6ec

PO)K，lI.eH B OKOBaX CJIy)是正6bIUapCKO註: 

OH B PHMe 6出JI6b1 5pYT， B ActHHax DepHKJIeC， 

A 3，neCb OH---O中日日eprycapcKH註.

外JlI謹男

この詩を{乍った当時プーシキンはまだりツェイに在学中であったが，二人が初めて知

り合ったのは 1816年の秋，カラムジーンの家においてであったといわれている 51)そし

てこの時以後二人の関孫は， 1820年にプーシキンが政治的議京j詩「皇帝たちへの教訓Jvこ

よってベテルプルグを追われるまで，急速に親密の震を加えていったむしかし主がら，

この両者の関係においては，チャアダーエフの方が年齢も上であり，学問も教育もあっ

たところから， プーシキンにとってチャアダーエフはよき友であると開時によき指導者

でもあったと考えられる.そしてこのような若きプーシキンに対するチャアダーエフの

指導者としての役割は，チャアダーエフ自身も 53)プーシキンも 54)双方がともに認めて

いるところである. しからば知何なる点においてチャアダーエフが若き日のプーシキン

を知的に啓発したのか，両者を互いにひきつけた共通の問題が何で、あったかということ

が明らかにされねばならないが，これを示すものとしてわれわれは， 1818年に書かれた

プーシキンのポスラーニエ， Iチャアダーエブヘj と，その後一年して書かれた有名な

詩「村」をあげることができょう.

詩「チャアダーエフへJの末尾で詩人は次の如く歌っている.

DOKa CBo6o，lI.OIO ropHM， 

DOKa cep瓦江a，nJI冗 qeCTH)KHB試，

Mo長江pyr，OT可H3HeIIOCB冗TI1M

51) ll1KypHHOB， CTp. 12 
52) チャアダーエブとプーシキンの関揮については， fepweH30民 <<4aa，llaeBH ny四KHH>>， CTaTbH 

o OywKHHe， M. 1926， CTp. 31-41参照
53) C. H 0.， T. 1， CTp. 306. 1854年 C.O. llleBbIpeB宛書簡
54) 1821年，南ロジアに追放中で、あった詩人は，“チャアダーエプに円次の詩を捧げている.

TbI 6bIJI ueJIHTeJIeM MOHX瓦yweBHbIXCHJI; 

o HeH3MeHH副長，llpyr，Te6e冗 nOCB兄THJI
11 KpaTK渡益 BeK，Y)J{e HcnblTaHH副長 cyぇb60回，
H 弓yBcTBa，MOiKeT 6bITb cnaceHHbIe T060回 l
TbI cep，llue 3HaJI Moe B UBeTe lOHblX ，llHe註;

TbI BH江eJI，KaK nOTOM B BOJIHeHHH cTpacTefi 
兄 Ta註HOH3HblBaJI， cTpaぇaJIeuyTOMJIeHHbI詰;
B MHHyTy rH6eJIH Ha，ll 6e3，llHO員 nOTaeHHO邑

TbI nOぇ，llepiKaぇ MeHHHe，llpeMJI完lOlll.e首pyKO負;

TbI瓦pyry3aMeHHJI Ha，lleiK，lly H IIOKO員;

Bo r JIy6lmy ，lly回日 BHHKa冗 CT手orHMB30pOM， 
TbI OiKHBJI克江 eeCOBeTOM Hλb ypOKOM; 
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且yllmrrpeKpaCHbIe rrOpblBbl! 

TOBapm.u， Bepb: B30註neTOHa， 

3Be3na rr~eHHTe~bHOrO C可aCTb兄，

POCCI沼 Bcrrp兄HeTOTO CHa， 

H Ha 06~oMKax CaMOB~aCTb兄

HarrH山 yTHalllH HMHHa! 

プーシキンはチャアダーエフに対して祖国j にその魂を捧げ. i専制政治の廃嘘の

1: ;ニJ自分たち二人の名の書かれるのを信とるようにと呼びかげているが，これは当時

の二人の共通の話題と志向が奈辺にあったかを暁示しているといえよう.そしてこのよ

うな志向は.詩「村jにおし、て一層はっきりと認められるところで怠るが， しからば何

故にこの詩がプーシキンとチャアダーエフを結びつけるかという点に関しては一言説明

の必要があろう.前者がその標題の如く，明らかに「チャアダーエフへj あてられたも

のであるのに対L. この詩にはチャアダーエフの名すら出て来ないからである.
プーシキンの詩才は早くから多くの人の噂にのぼるところであったが，皇帝アレクサ

ンド、ノレ一世もこのことを開いて， 待従武官ヴァシリチコフにプーシキンの詩を見せるよ

うに命じた. 自分の副官であるチャアダーエブが詩人と窺交の為るのをすでに知ってい

たヴァシリチコフ;工，今度しtチャアダーエフに会ピてー篇の詩を書き写させて皇帝に提

示 Lたが，それがこの詩;村一;だったのである. もっともこれが果 Lてチャアダーエフ

の選んだものか，あるいはプーシキン告らが選択したものかについては異沿があるが，m

L 、ずれにもせよこの弓むが二人にとって因縁浅から向ものであり.またひとしく二人

を結びつげる何ものカ、を持っていたことだけ辻薙カ￥であろう Lカ為してそれが果して何

であるかは，次の詩句が明瞭に物語っている E

3neCb 6apCTBO nl1KOe， 6e3 qyBcTBa， 6e3 3aKOHa， 

npHCB0I1.110 ce6e HaCH.71bCTBeHHO註，i1030え

H Tpy n， H C06CTBeHHOCTb， H BpeM兄 3eMJIene"7JbI.I.a. 

CKJ10H5ICb Ha l.Jy)J{)l.bI註 rr~yr， nOKopcTBy兄 611可aM，

3neCb pa6CTBO TOIUee Bλal.JHTbH rro 6pa3naM 

HeyMo~HMoro B~a)l.e~b江a.

3neCb T町、OCTHbl註刃peMnO rp06a BCe B.neKyT， 

Ha.lle)J{n H CK~OHHOCTefi nywe rrHTaTb He CMe司

3neCb )l.eBbI IOHbIe江BeTyT

立ぇ冗 rrpHXOTH6eCl.JyBcTBeHHOfi 3λot'l.e兄

Orropa MHλa兄 CTapeIOIUlIX OTI.I.OB， 

MJlanbIe CbIHOBb5I， TOBapHIUH Tpy nOB. 

H3 XH)J{HHbI pOnHO註 nnyTc060註 YMHO)KHTb

ララ Quenet，}J. 49 
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1I.BopoBble TO江口区民3MyqeHHXpa60B. 

0， eCJIH 6 rOJIOC MO員 yMeJIcep足立aTpeBo，nHTb 

日OQTOB rpy，nH Moe註ropHT6ecn江O，nHbI註米ap

YI He ，naH MHe cy，nb6o詰 BHTH詰CTBarpo3HbI註，nap? 
Y BH)KY JIb， 0 ，npy3b冗!日apo，nHeyrHeTeHHbI註

YI pa6cTBo， na，nllIee nO MaHHlO u.ap九
YI Ha瓦 OTeQeCTBOMcBo6o，nbI npOCBelll.eHHOH 

B3詰，neTJIH HaKOHeu rrpeKpacHa兄 3ap兄?

外 JII 継男

果してチャアダーエフがプーシキンに対しあの豊かで整然、としたヤング・ブラウの

村の思出を語ったか否かについては誰にもわからぬ毒 しかしこのようなしいたげ、られた

農民に対する同情は， チャアダーエフの友人であるヤクーシキンにも 56) ニコライ・ツ

ルゲーネフ 57)にも共通してみられるところであることから考えてみても，このころのチ

ャアダーエフがその新鮮な外国の農村の印象と詑較して， あまりにもみじめなロシアの

農村の姿に心を動かさずにおかなかったことは想像に難くないし これらのことについ

てプーシキンと語りあったことも十分に考えられるのである.そしてかかる《思いやり

も法もない兇暴な農奴龍》のくびきの下に苦しむ農民に対する同情こそ， デカブリスト

の結社創設の一つの契機となったのであった.

1816年に六人の近衛の士官によって，デカプリストの最初の結社「救済問題Jが設立

されたが，創設者の一人たるヤクーシキンは，その結社の目的が「法い意味でのロシア

の福祉にあったj と述べている 58) ヤクーシキンを含めて，この六人の創設メンパーの

中， アレクサンド、ノレ・ムラヴイヨフを捻いた五人まではいずれもチャアダーエフの窺し

L 、友人で、あったが 59) 彼らのすべてが.チャアダーエフと同様に祖国戦争に参加しヨ

ーロッパの社会をそのEで、眺めた上で，帰国後の祖国の現実に多〈の矛震を見出してい

たので、あった.後にベステりは審問委員会の供述の擦に，この結社が農奴制の廃棄と立

憲君主制の導入を自的としていたと述べているが 60) チャアダーエフも 1826年の取調

べに当って， i彼らの考え方と政治的自由思想、とを知っていたJ61)と供述しているところ
から考えて， この結社の内容については友人たちから聞いていたことが推測されるので

ある. しかしこの「救済同盟jは，そのメンパーの数も 30入内外の小規模なものでメ幻

チャアダーエフはこれには加入していない.そしてその後 1818年になって，この「救済

56) 3aIIHcKH， CTp. 26-27，および CTp.374-377 (チャアダーエプ宛書簡〉

57) H. 11. TypreHeB， <<0 KpecTb兄Hax>>(1818)， 1136paHHble"'npoH3Be.lI.eHHH .lI.eKa6pHcToB， T.I， 
CTp. 215-220 

58) 3anHcKH， CTp. 11 
59) TaM )l{e， CTp. 10.チャアダーエフの友人五人とは，ヤクーシキン，ニキータ・ムラヴ fヨブ，マ
トヴェイ及びセノレゲイ・ムラヴィヨフ=アポストル， トルベツコイを指す.

60) 1136paHHble"'npoH3Be.lI.eH区冗.lI.eKa6pHCTOB，T. IT， CTp. 163 
61) C. H訂.， T. 1， CTp. 69 
62) HeQKHHa，瓦BH)KeHHe，ll.eKa6pHcToB， T. 1， CTp. 170 
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同盟j は、より大規模な半ば公熟化した「福祉同盟J こ改組されるのであるが，問題は

果してチャアダーエフがこの結社に加入していたか否かにある. シュクザノフの最近の

著書によれぽ，チャアタL エフは 1820年から翌21年にかげて. この結社に加入し，さ

らにそり解散後は「北方結社j に入ってアクチーヴなメンノミーとして活躍したとし、われ

る 63) この点に関してはフイリッポフも同様でデカプリストのブルツオフや， トルベツ

コイ‘オポレンスキー.ニキータ・ムラヴイヨフらの証言から，チャアダーエフが「福祉

開盟|に加っていたことを明言している 64) しかしこの問題については少なくとも三

つめ異論がある.すなわちその一つは. 1826年のプレスト・リトフスクの取謁ベにおけ

るチャアダーエフ自身の供述であり，他の一つは，友人マトヴェイ・ムラヴイヨフ=ア

ポストノレの回想記である. 前者においてチャアダーエフば. 1"如何なる秘密結社にも属

L たことがなかった.J65)と断言しており，また後者においても、「チャア夕、、ーエフはわれ

われの結社に加入していなかったしまた加入することもできなかったJ66) と記されて

いるからである. よしんばチャアダーエフ自身の供述が身の保全をはかるための虚色の

申立であるにせよ，親友たるムラヴイヨフ=アポストルの記述はどのように解すればよ

L、か?さらにこの「福祉同盟Jには 200人以上のメ γノミーがし、たことを考えるなら;王、問

先のブルツオフや， トルベツコイらの供述もその信意性については問題なしとせぬ. 以

t二つの相異なる供述からこの問題を検討するとき，われわれば当時のチ Fγ アダーエフ

の一身上に起った大きな変化についてまず換討せねばならなL、ょう vこ思われる. シュク

リノフやフィリッポフのいう 1820年という年は. チャアダーエフの生涯において一時

期を画す辞荏を決心するに至った年で、あり， さらにこの年の末には「福世間盟」の解

散がすでに問題となっていたからでもある. したがって以下におL、て，このあわただ L

い 1820年におげるチャアダーエフの一身上に起った事件をまず見てみることにする.

1820年 10月， 首都ベテノレプルグにおし、て近衛のセミヨノフスキ一連誌の暴動が起っ

た. この連隊ば先に記したま口<，かつてチャアダーエフが勤務していた連践で、あり.祖

国戦争に際しては，幾多の武勲を立て聖ゲオノレク旗を皇帝より下賜されたいわばア

レグサンドル一世にとっては設立の部隊であった.祖国戦争ほ多くの貴族関級出身の士

官にとって，民衆出の兵に対する認識をあらためさすーっの機会ともなったが，戦後に

おいてもこの連隊では士官と兵の問に抱に見られぬ人間的な関係が続いていたといわれ

る.それが 1820年になって，アラクチェーエフのおぼえめでたいシュヴアルツなる連隊

長が赴任するにおよんで，従来のi設の噴行に反した苛酷な軍管と刑罰がおこなわれる土

うになった 6めかかる敢り扱いに堪えかねた兵たちは. 10月16Bの夜自らすすんで連

隊長に対する告発状を上官に提出したが， このような近衛の共による集団抗議というも

63) IllKypHHoB， CTp. 16 
64) φHJI.i'lIUInOB，前掲論文 186頁
6ラ) c. H n.， CTp. 72， JIHTepaTypHoe HaCJIe)J.CTBO， T. 19-21， CTp. 24 
66) I13 3anHCOK M. I1. MypaBbeBa-AnoCTo.'1a， CTp. 140 
67)日e可KHHa，'uBH)KeHHe )J.eKa6pHcToB. T. 1， CTp. 222; 完Ky回KHH，3arrHcKH， CTp. 24， 29 
68) He可KHHa，L(BH)KeHHe )J.eKa6pHcToB， T. 1， CTp. 308-309 
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のは1)• つてなかっただけに，統的部は大いに慌て，かつ皇帝アレクサンドル一世が神聖

同盟の会議でトロッパウ (Troppau)に行っていて不在だっただけにその処置に窮した.

そこでチャアダーエフの上官たりし待従武官ヴァシリチコフ将軍はー討を案じ，兵の陳

情を聴くといつわってこれを逮捕しーまず彼らをベテロ=パヴロフスキー要塞監獄に

収容し，部援を解散して下士官・兵をフィンランド各地の要塞に投じた 6めこの事件に

よって後日士官の四人が秘密結社の陰謀の嫌疑により裁判に付されるにいたったが， チ

ャアダーエフの従兄弟で幼い時からの期|染であったイヴァン・シチェノレバートフも捕え

られてー豆は死刑を宣せられ，後減刑されてコーカサスへー兵卒として追放される破呂

となった 70) 多くの史家の認めるように，この事件はいわば岳然発生的なものであって，

その背後に秘密結社の存在を見ることはできないが， お膝元の首都にあって， しかも皇

帝の設肱の近衛連隊が暴動を起した事実は， 当時の支配階設を動揺させるに十分であっ

たし また後にデカブヲストの蜂起に一つの先併を開いたという点でもこれは重要な事

件だったのである.

しかしてこの事件のアレクサンドル皇帝に対する報告は， チャアダーエフに委ねられ

るところとなった.すなわち彼は首都を発してトロッパウにおもむき，皇帝に謁見して

事件の報告をなしたが， この時の模様を後にチャアダーエフから直援問いたマトヴェ

イ・ムラヴイヨフ=アポストノレは同想Lて，皇帝がこの時すでに密使から先に情報を得

ていたメッテノレニヒより事件について開いていたため， いたく機謙をそこねていたと記

している 71)しかしこの点については異論があり， メッテノレニヒ自身のメモワーノレにも

とづいてローンギノフが反証を挙げているがのいず~tLì'二せよ. このトロッパウ行きか

ら普都に戻ったチャアダーエフが，突知その辞表を提出したことは，彼の将来の出世が

保証されていただけに， ベテノレブルグの社交界にさまざまな臆測を生ませることとなっ

た. ある者は単純にチャアダーエフがその伊達者ぷりから服装などにこって報告がおく

れたため皇帝の機嫌をそこねた故で、あるとし 73) 他の者はもっとうがった晃方をして，

チャアダーエフが以前自分の属していた連隊の不詳事を報告したことに自己嫌悪を感じ

たからであるとした. このことは事件の首謀者の一人としてチャアダーエフ自身の従兄

弟が逮捕されていることを考えあわすと一応納得できる説明と患われるが， 当時セミヨ

ノフスキ一連隊にいたマトヴェイ・ムラヴイヨフ=アポストノレが，当時「われわれの誰

一人チャアダーエフが報告を持って行くことに不平を言おうと思わなかったj と述べて

いるところからみて，必ずしも辞任の理由として十分ではないように惑じられる.ムラ

ヴイヨフ=アポストル自身は，チャアダーエフの辞任について， この持皇帝がチャア夕刊

ーエフに対して彼の帯在せるメンシコフ公爵にこの事件について E止めしたことから，

皇者がその参謀総長すら疑っていることにチャアダーエフは嫌気がきして，かかる皇帝

69) 113 3anHCOK M.I1. MypaBbeBa-ArroCTOJIa， CTp. 137-139 
70) 兄KylllKHH，3anHcKH， CTp. 49 
71) 113 3anHCOK M.I1. MypaBbeBa-AnoCTOJIa， CTp. 139 
72) Cf. Qu毛net，p. 62 
73) この点については， どんなに急いでもこれ以上早く到着することは出来なかったという. マトグ

ェイ・ムラヴイヨブ=アポストノレの反論がるる.TaM iKe， CTp. 139 

118 

一一一 -d三 ..  



哲学書簡

の下で働く元がなくなったためで‘あると説明している 74) しかしこの辞任の真の理由に

ついては，上官たるヴァシリチコフへの面当というチャアダーエフ自身の言葉市をも合

めて，いずれも人を完全に納得させ得るものではないように思われる.ただ言い得るこ

とは当時このような辞在の空気が少なからぬ近衛の将校の間にあったということと 76)

チャアダーエフ自身も前からそのような気持を抱いてレたということである.そしてこ

のことを端的に示すものとしては，事件の一年ほど前に兄ミハイールにあてたチャアダ

ーエフの二通の書簡がある.これは兄の近衛退職を知らせた手紙に対する返事であるが，

この中でチャアダーエフは兄の辞任が自分にとって「如何に大きな喜びであるかJ77) と

述ベヲ「岳分もできるだけ早く同じ境遇に入ることだけを望んでいるJ7めと記している.
このような彼の気持を考恵に入れるなら，チャアダーエフの辞任の問題は，形の上でこ

そ突然であったが，すでに前々から考慮されていたものであったことがわかるのである.

しかし問題は抜黙として残る.つまりこのような気持を持ち続げながらも. i(辞任を〉

顕L、出る権利がない詩に.どうして要求を持ち出すことができましょうかJと兄あての

書簡でチャアダーエフ自身述べているように.伎が退職するということは権利で、はなく

皇帝の「怠情によるJ間以外にはなかったのであり， 多くの障害を覚悟しながらも、紛

敢えて辞職を決行したということが終烏的には何に帰せられるかと Lづ疑問である.そ

してこの点をはっきりさせるためには. 当時のチャアダーエフの心理状態にまで立ち入

って考えてみる必要あるー というのも，かかる心理的解明こそ.チャアダーエフの辞任

と， デカブリストの結社との不即不離の間保とを真に説明 L得るように患われるからで

ある.

この兄にあてた同じ書簡の中で， 二千ヤアダーエフは最薪のニュースと Lてスペインに

おげる革命について言及L. これが流血の惨事を見ることなく遂行きれたことによって

「一つの国民が救われたjと書き，更に「このことの中にはわれわれにもっと身近かに関

わることがあります.それを申しましょうか..…六、や黙っていた方がよいようです.J8l) 

と暗示的に記しているのである. これは明らかに当時の設の政治的関心を示すものであ

り，このスペインの革命の成功がデカブリストにとっても，一つの大きな参考となって

いたことmをあわせ考えるならば.チャアダーエフが後らと同じ精神的雰囲気の中にい

たことを物語るものでもある. しか L地方において宅チャアダーエフがこの当時伯母に

74) TaM)Ke 

75) C. H口.， T. 1. CT予.4 (1821年 1月2日付伯母への手紙〕
76) 外在から揚ったヤクーシキンは， アラクチェーエフ体制下のロシアの現実に対する不満と， 皇帝

アレクサンドルに対する幻滅からt r近痛に勤務することが堪え難いものになったJと回想している.
只Ky出 KHH，3aロヨCKH，CTp. 10 
77) c. H n.， T. 1， CTp. 1. 
78) TaM )Ke， CTp. 2-3 

79) TaM )Ke， CTp. 3 
80) 事実チャアダーエフの辞在に当っては， アレクサンドル皇帝が彼をその副官に取立てんとのおぼ

しめしが怠っただけに.(C. H n.， CTp. 4)必ずしもスムーズには行かなかった.
81) C. H n.， CTp. 2 
82) 1136paHHble ---npoH3Be.ueHH完.ueKa6pHCTOB，T. 1， CTp. 208-209 ニコライ・ツノレゲーネフわ自言三
(1820年3月2日); TaM )Ke， T. II， CTp. 166-167 ベステリの供述 BOCCTaHHe)].eKa6pHcToB， 
T. Xl， CTp. 37 ボジオの供述
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宛てた書簡の中で，退職したらスイスに行って彼の地で「永住したし、Jと言い， I私には

一つならずの理出からロシアに留まること誌できません」紛と書いている事実は，その

政治的関心にも拘らず，設がその心の中に立身出世とか政治的活動といったわずらわし

さを一切避けて，凶菰独の世界において思索せんことを望んでいたことをはっきりと物

語っている 85)

一方で、は農奴制と専制の下にあるロシアの現実に対する改革の志向を抱きながら，地

方では，あらゆる各界のわずらわしさを避けてロシアを去って静かに思索の生活を送り

たいというこ重・の欲求のジレンマの中に当時のチャアダーエフがあったという事実こそ

おそらく彼の辞任の真の動機を説明し得るものであるといえよう，

デカブリストのヤクーシキンが， 1821年の初頭にチャアダーェフに結廷の加入をすす

めたのは，以上見てきたような心理的葛藤のさなかにおいてであった. この時チャア夕、、

ーエフはヤクーシキンに対し もっと早く加入をすすめられていたら自分は辞職などせ

ず，ヴァシリチコフ将軍の副官としてとどまっていたのにと悔んだと伝えられている 86)

将軍の副官からさらにニコライ大公の副官となれば.大公は自らの利益のために結社を

利用せんと望むかも知れず，その時には自分も結社のために揚き得たかも知れないとの

謂である. しかし実はすでに投ぜられていた.今やチャアダーェフは軍職を退き， しず

かに自己自身の今後の生き方を考えんとののぞみを持つような心境にいたっていた. し

かもセミヨノフスキー事件に従兄弟が連坐して以来，そしてとくにこの辞任後はチャア

ダーェフに対する秘密警察の呂が光り出し私信の検関や家宅捜査も行なわれるにおよ

んで 87)その身の危険を感じ出した伎は， 次第にそのラジカノレな友人たちの秘密結社か

ら遠のいていったと思われる.他方デカブリスト運動においても，ヤクーシキンが加入

をすすめたこの 1821年の初頭は， f福祉同望jが解散して「北方結社Jと「南方結社J

に分かれた一つの転換期に当るのであるが， とすれば， チャアダーエブがそれ以前の

「福祉同盟j に加入していたというシュクリノフやフィリッポフの主張も，ごく摂られ

た一時期以外には妥当しないことになる.そしてさらにチャアダーエフが「北方結社J

Iこ加入していたかどうかという点になると， シュクリノフ自身も認めるように，紛これ

83) C. H n.， T. 1， CTp. 4 (1821年 1月2日付〉
84) この手続の中でチャアダーエフは， 昌分が皇子若の副官となる栄光を捨てたことを， あれこれ人が

耳元り沙汰することに「侮蔑jを表現している.
85) われわれ誌先に引用したプーシキンの「村」の前の部分の一掃を，こむような気持を示すものと
して読むことも出来ょう.

完 3.lleCb，OT cyeTHbIx OKOX OCBOOOiK瓦eHHbI九
yqyc兄 BHCTHHe 6JIaiKeHCTBo HaXO.llHTb， 
CBo60.llHOIO .lly血0詰 3aKOH6oroTBopHTb， 
POI1TaHbIO He BHHMaTb TOJII1bI HeI1pOCBellleHHo九
YqaCTbeM OTBe可aTb3aCTeHqHBO長 MOJIb6e，
YI He 3aBH瓦OBaTbcY.llb6e 

3JIOぇe完 HJIbr JIyrru;a B BeJIH引をHHerrpaBoM. 

86) 完KyII1KHH，3aI1HCKH， CTp. 46 
87) φHJIJIHI1I10B，前掲論文， 188頁
88) lllKypHHoB， CTp. 15 
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を証明する資料がない以上多分ι疑わしいといわざるを得ない.事実はおそらくヤク
ーシキンが結社加入をすすめた際に. チャアダーエフは以上見て来たような心理的莞棋

と当局の監現に対する懸念治、ら， はっきり脂入にふみ切ることができないで L、るftlに，

;福祉Fi=1:1盟J が I~t)j主主主じと主主j結社J に分解するという事件が起ったと忌われる.

そ Lてこれ以後チャアダーエブ;L その主たる関心の対象をより思弁的な出題へと向(十

之Jこととなるのである.

I~Ý吋壬という生活の外i面上の転Irq(工， チヤアダ一エフのJ心心J雫のlド内7勾f百面iに :ι以fぷ;げ「る主変:i化ヒの点
オヲ，{(;に二{は孟カ hならなカ、つfたこ. しカミ L/::がら. このよう 22 転H;二 I;~~ Lてもそ，ji111I も;の*-fl! r~; ト

¥ t l): Lて変らなかったことを什;十加えねゴならない. そのようなじえも;のIj誌とはfllLうる?

そhこそ以上見てきたような，祖i言「ロシアの未来;工立11Hにあるべきか? という J:U!ι

これにはカ￥ならないのである.

これ以後 1825午のデカブリストの蜂起をはさんで. r-i苦学吉出一;の執筆i二L、fこる品ij徒、
九年の或月a. チャアダーエフにおいてもっぱらこの問題の官学的解明のために捧;ずら

れたのであった. そしてー哲学吉箆二結実するその，皆、志的発民が立IJMなるものであっ

たかをわれわれは今後追ってゆくであろう.

長持
率

第二書簡以下第五書簡までの訳出にあたっては，前にも述べ?二女詳しき守)1928 {f.にシヤ

ホフスコーイによって発見され. 1935年に ((Jl11TepaTypHoe HaCJIejlCTBO>>の第 22一討

をに収められたシャホフスコーイのロシア語訳を氏本としたが， 再時にフアノレクのド‘ f

ツ語訳。のをも参照 Lt二.オリジナノしなテキストがフランス語で書カミれているにも;匂らず

現状におレてこれを入手することができない以上， カ叶るる方法iニよらざるを得/s:l 、のは

riiJに述べた通りである。

下院iの注は (lli.)とあるのはシヤホフスコーイの注であり. (F.) とあるのはファペ

クのそれである.

891 Iスラブ研究J.第 6号.70n
90) 1ごall王， pp. 86-123 

91) Iスラプ研J定j，;主6号， 70ll 
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《第二書簡の

もし私がさきごろ自分の思想を首尾よくお伝えできたとしますなら，私がわれわれに

欠けているものが知識だけであるとは決して考えていないと， あなたに信じていただげ

たことと思います.たしかにわれわれにとって知識が多すぎるということは為ちません

が，ある時期には，他の国々において何世紀もの間かかかって蓄積され人々の患うまま

に利用されてきた，かかる蓮大な精神的な財宝をなしですませることも必要なことです.

さしあたってわれわれに必要なのは別なものなのです.かてて加えて，たとえもしわれ

われが研究と思索によってわれわれに欠けている知識を獲得することができるとしまし

ても，一体何処から生きた伝統だとか，広い経験，過去の深い認識， しっかとした精神

の慣習といったものを身につけることができましょうか.すべてこういったものは，全

人類の能力のおどろくべき努力の結果なのですし， ヨーロッパの話国民の精神的本震を

構成し，彼らに卓越性を与えているところなのですから.ですからわれわれにとって目

下の急務というべきは，思想の領域を広げることではなくて，われわれの思想を正し

これに新たな方向を与えることにこそあります.奥擦につきまして申すなら，何よりも

まず新たな生活環境が必要なのでございます.その中において，あなたのお考えの中に

たまたま生まれた新しい思想と， この思想によってあなたのお心の中に惹起された新し

いのぞみとが現実化し得るような環境が必要なのでございます.あなたはご自分に新し

L 、世界をお創りにならねばなりません.その時にはあなたが現にお住みになっている世

界はご自身にとってもはや無設なものとなりましょう.

まず最初に申し上げ、るべきことは，われわれの心の状態というものは，たとえ如何に

高くをのぞんだとしましても，必ずや周囲の悟況に依拠しているということでございま

す.ですから社会と家庭におけるご自分の立場というものをお考えになって，あなたの

お気持を生活様式に， お考えをご家庭での諸関保に，ご信仰を日ごろごらんになってい

る人々の告仰に一致させるよう，できる限りやってごらんになるようにお心をきめる必

要がございます.

禍の多くは必然、性にさからってわれわれの心の奥去に生まれL、で、たものが，社会のも

ろもろの制約に従わざるを得なくなったところから起ります.あなたは首都に住むこと

1 ) ガガーリン阪によってではなく， 本寂によって第二書簡とされるこの書簡は， 序文ともいうべき
第一書簡と密接に結びついている.第一書簡は「この次はこれ程長くお待たせすること誌なかろうか

と存じます.早速明日にでも筆を執る所存でござし、ます.Jとの言葉で終っているが，この書簡は「若
し私がさき頃自分の思想、を言患よくお伝え出来たとしますなら……Jとし、う言葉で、給っている.
第二書簡はほとんど等しい部分から成る二つの部分にはっきり分けられる.第ーの部分は第一書簡と
同じスタイノレで、書かれ，チャアダーエブの手抵の相手に対するくわしい忠告や，ロシアの現実と霊史

からの考察や実例が述べられている. この部分においては，八つの全書簡の中でも多分最も痛烈な

指摘と悲痛な訴えが障かれる.第二の部分ではすでに哲学的な考察がなされ，次の書簡につながって
いる.(立1.)

122 

曹可 • 可、アマ



哲学書簡

が資力のゆえにできないとおっしゃりますが，それが何だというのでしょうか. あなた

には立派な邸宅が領地におありになるのですから，何故そこにずっとながく落着かれな

いのでしょうか. これは享せなさだめというものですし. このようなさだめカ込ら，きわ

めて教えるところ多い哲学の教訓といった利点を汲取るのは， まったくあなたご自身に

かかっているのです. どうかご自分の避難所をできるだ:t好ましいものにし美しく飾

り立てなさいまし. どうしてその中にいくつかの洗練されたご趣味や装飾を加えて思い

ことがございましょうか. このことは特に感傷的だからというのでは決してなく，あな

とのお心づかL、が卑併なものに満足されることなくー ご自分の内[括的生活に没人するこ

とを可誌ならしめるという目的を持つことになる方通らなのです. どうぞこういった斗I(lI 

的なこまごましたことを軽蔑などなされませぬように.のわれわれの住んでいる同と中小

の，t，月五!というものが実に食必にしか現われることがないので， LLJ)，!Lb，{t!J礼、;

ら/)， tl) 汁とよき趣味とを家庭生活の l!l;二取人れませんと‘!~~，[古の美しさとヵ、優美な t の

も二k.jする理解といったものが，すべて失なわれてしまうのです われわれ白身の文明の

もっとも驚くべき特徴の一つa. あらゆる生活上の'決速さとか来しさといったものを軒

蔑することです.われわれはやっとのことで季館季節のさし追った，三務とたたかってい

ますが，この自におけるかかる事実が‘思考する存在(人間〉の生話にとって果して前も

って予見されていたの主￥どうか真剣に自問せねばなりますまい. かつてこのようなきひ

しい風土に定在したという軽率さをおかしたとしましても句 このきびしさを忘れるため

に，せめて現在においてわれわれはこの地に定着ーすべく努めようではありませんか.

Efiはかつてあなたが多大の満足をもって. プラトンをお読みになったということを忠

出します.古代の賢人の中でももっとも完全ですぐれた人が，自分の哲学劇の登場人物

を如何に入念に生活上のあらゆる宰で取囲んでいたかを思い起してみて下さい. これら

の人物は， うっとりするように景色のよいイワソスの川沿の道やグノソスの糸杉の並木

道をj立造したり，樹齢をおびたプラタナスのi京Lい木蔭で休んだり，あるいは花咲く森

の小近で快よい休息を取るかと思えiZ， 日中の熱さの衰えるのを待って，馨しい大云と
ilItかで、涼しいアッチカの夕べを味い楽しんでいるのです:3)彼らはまた花で頭を出lii)ー

子に子に杯を持って患い思いの姿勢で食卓の周りに誌になっていることもあります 4)

作者ーはすべてこれらの道具立をこの地上において描きながら， 自らftみjこL、とのぞんで

いる彼のIH:にまで、高めているのです.教父のうちでももっともきびLいといわれる聖ヨ

ハネス・クリュソストモスりや聖グレゴリウス・ナツイアンツス?のさらに聖ヴアシリウ

2 ) チャアダーエフのキリスト教PH解にとって， ここで述べられているように禁欲主義に対する存定

的な態!支は極めてはっきりしている日1.)

3 i こわらの岳然措Jデは多分プラトンのバイドロスからとったものであろう立l.i
4i この .tiiHヱプラトンの饗定をjE起させるが， これにつL 、ては~1 七書簡でも述べられている. ブサ

トンについてチャアダーエブは設に知ら dれている書簡{第六・七:でも何度か触わてしるが，第〈三:
君主{ニニでiよ名liijニそあげてL、ないが:泣び事h書捕においてより ff(要な記述がみられる.チャアタ

ーエヌの}哉書1I1のプラトンの持「ドは Lにシュラ{=ノLずツハのii:のついたドイツJhぷであるが，三の
1-1ヘ、くつかの封ff丹にiヱチャアダーエブのil:意書がnーされている.il立
5) CB. I10aH 3JIaToycT， Ioannes Chrysostomω: 34 7l:fi ~407.). コンスタンチノーゾ/しの総大司教.

雄弁をもって名f高い.すぐれた制点主講話を残している.
6) CB. rperop羽詰 Ha3HaH3HH，Gregorius Nazianz山(330頃~389)，ナズイアンズ，コンスタンチー

ノーフソしの主教.聖ヴアシリウスの友にして，説教集，書簡，詩を遺している.
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ス η の著作の中においてすら，孤独の世界についての見事な描写があることをあなたに

指擁することもできましょう. これらの人々はこのような世界の中に憩とすぐれた霊感

とを見出し信仰の巨星と仰がれるにいたったのでした. これらの聖人たちは，人生の

中の大きな部分を占めるこういった事柄に没頭することが， 自分たちの尊薮を毎つげよ

うとは患っていませんでした.われわれはこういった人生の幸せに対して無関心でいて，

しかも時としてそのことを手柄としていますが， こういった無関心さの中には実際には

{可かシニカノレなものがあります. わが国において進歩が温まれている理由の一つ'1.家
庭生活に芸術がまったく反映されていないということに帰せられましょう.

ですからこそ，私はあなたがご自分の避難所をできる限り美しく街り立てて，この，t1 

で完全に釣合のとれた整然、たる生活様式を確立されることを望みたいのです.われわれ

はおしなべて，秩序とか論理的一貫珪に対する意識を欠いていますが，このような短所

を改めようではありませんか.規則立った生活の利点について再びとやかく申す必要は

ございますまい. いずれにもせよ，一定の規則にたえず従うことのみが，われわれに努

力せずして自然の最高の法別に従うことを教えてくれるのです. しかしある一定の秩序

をしっかと維持するためには，これを妨害するすべてを斥けることが必要です. あらか

じめ予定していた仕事の一つが，朝早くから駄呂になりますと，その日一日がすっかり

駄目になってしまうことがよくあります. -Bを抱の Bから完全に切り離してしまう死

の如きものに次いでは，われわれの感じた最初の印象，はじめての体験ほど大切なもの

はありません. このような印象や思想は，われわれの-Bの心の状態をあらかじめ決め
てしまうからです.家庭においても罵り合うことで-6が始まり，改めることのできな

い誤ちで一日が終ることがあります.ですから一自の最初の何時間かをできるだけ意義

のある厳かなものとして，お気持をできる限り高いものに持たれて， この時間を完全な

孤独の中にすごすよう努力なさることです.あまりにも自分に大きな影響を与えたり，

心を散らすようなすべてのことはお避けになることです. このような準錆をなさいまし

たら，あなたは後になってでつくわしたり，あるいは能の状態においてあなたの生活を

勝つ見込みのない絶えざる戦に変えたりするような，不4論快な印象にもお心をわずらわ

されなくなることでございましょう.その上，ひとたびこの時間をうっかり過されます

と，もはや孤独になって一心不乱に思索する時間は取戻せないのです.生活の楽しかっ

たり面白くなかったりする思いわずらいにかかりっきりになって，それこそあなたは浮

位のよしなしごとの果しない車の空転に巻込まれてしまうことになります.われわれが

自分自身であり得る， この一日のひと時を，いたず、らに過すようなことはなさいません

よう tこ.

私自身， この毎日の精神を集中レむを鎮めることの必要さに大きな意義を与えている

ことは，よく承知しています. と申しますのも，弘は，周囲の環境に巻込まれないで身

を守るためには，他に方法がないと信じているからでございます.あなたの全生活を実

ぬいている一つの思想が，常にあなたの前に怠って，一日のすべての時間を通じてあな

7 ) CB. BaCHJI成， Basilius (330頃-379)， ギリシヤ教会の教交にして修道制度の創始者の一人. 教
義，道窓に関する「書鰐jがある.
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たの光明となるべきなのです. われわれは精神的幸せの漠然、とした本能をもってこの位

に生まれ出て来ました. しかしこのような幸せを完全に議るのは，かかる本能から発達

して全生活の流れとなったより完全な思想の中においてのみなのです. この内面的な仕

事のためには，すべてを犠牲に供さねばなりません. あなたはご自分の生活の全秩序を

これに準じてお立てにならねゴならないのです. しカ、も， こういったことはすべて心の

中で、人知れず行なわれなげればならないのです. と申しますのも，世の中の人は深遠な

ことがらにはまったく共惑を抱いていないからです. t主人というものは，樟大な信念、に

付しては目をそらせ令深遠な思想にほうんざりしているものなのです. あなたにとって

必要なの'1， さまざまな人の意見によって左右されずに街同としてあなたを目的に導く

ところの，確同と Lた感清と集II=-rした精神なのです. 感覚的な喜びから社交界を羨んだ

りなさんず¥ ご自身の弧j虫、の'Pi二社交界の人々の理解できない喜びを見IHされることで

す このようなi登λ きった生活のよ景境をわがものと之さいま Lたなら‘あなたi之きっと

そのii'it/)るな.r~ii辻、点、ry， ~IJ fロJ(こ騒々しくとも i!1:の，+，をゆったりと Lた支持でご覧にな 1)

III~ のことは I~ i] ~TIにはなさらずに。 喜びをもって心の安らぎをそ長Lま;{Lるようになられる

ことと忠います. あなたの新 Lい生活様式の，趣味とヵ、習損とか義務といったものは.

このようなrllにこそ獲得されねばなりませぬ，生活を破壊し歪めるすべて無益な好奇心
(1. こ札を忌避げになることです.第ーになすべきことほ，新奇なものに夢中になった

り，目先の問題を追かけて，次に何が起るかと胸をわくわくさせて待ったりするような、

なかなか直らぬ心の習癖を改めることです.そうしませんと，あなたは安らぎ、も幸せも

克IHせずに.ただ幻滅と憎悪のみをお感じになることになります. あなたばご自分のお

住いの敷居から.世間の煩Lきが流込んでくることをお望みにはなりますまい. もしそ

うでしたら，あなたの魂から，俗世間の出来事にかかずつあうこういった清熱や， 吾先

の新しさによって起きれる神経の焦立ちといったものを.すべて排除してしまわねばな

りません.あらゆる騒音と陸間の反響に扉を閉ざすのです.そしても Lできることなら

軽薄な文学はすべてこれを自らに禁じてしまうことです. と申しますのも，これらはそ

の本氏ーからいって，書方、れた騒音にほかならないからです. 在、は，規期正しい知的習'出

にとって，新奇な古物を読むことほど有害なもの;土ないと思っています. 立音Ijに考えた

りaくjdじたりすることができなくなったために， その主く毛のといえば，あらゆるこ
とに子を111ずかわりにH物も深く;主掘り子:ずず. すべてを安諸合して一一つも実行せず.

すべてが疑わ L~ 、偽りの調子をイ苦びていて，全ぷひっくるみて読んでも後には宇~}主さと

探すq~ さ L か残らむといった， 日新ら L¥. イFI¥'¥L /J込書カミぬ人々(土よく見力￥げられるとこん

です. もしあなたが御自分のお選こfになられた生活形態の中iニ満足を求めていられるの

でしたら.新奇なことには耳をかきなL、ように努力せねば、なりません.

あなたが御岳分の趣味ヤ欲求をこの生活形f色二一致さぜ:rt(まさせる私し よりよく自分

自身について覚ら;fLることは疑し、ないところです. 1)ゴj面的なことがらを外的なことがら

に，可視的なものを不可視的なものに， しっかりと結ひ、つ;十h:fっ:する程.それだけあ

なたは御岳分の泊三金を容易ならしめることになるのです. とほ申せ. ご自分の前十二待っ

ている対難i二女子し吾をつぶることがあってはなりませね.われわれにとってかかる同母
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;主，数えることのできない程多くござし、ます.われわれの所には，生活の車輪が一定の

乗りならされた轍に従って進むといった，踏みならされた道は存在しないのです. ある

のは押しわけて進まねばならぬ茨と練の，時には茂みの中の語道だけなのです. ヨーロ

ツパの古くから文明化された国々には，苦から一定の生活様式というものができ上って

いました.ですから人誌もし環境を変えたし、と思ったら，あらかじめ出来ている場の範

密内で自分の欲する新しい枠を選ぶだけでよいわけです. ひとたび自分にふさわしい人

生の型というものを選びますと，あとはおのずと人間も物も自分の周囲に位震するよう

になります.ですから残るのはこれらを適当なすべで利用することだけとなります. し

かしわが国で、は事情は全く違っています.人は新しい環境を自らのものとする前に，ど

れ程の出費と労力を要することでしょう.周囲の人々に対し，あなたを新しい状況に応

じてみるように教え，その好奇心を鎮めようと愚カ達者に沈黙を強いるためには， どれ程

の時間を無駄に用い，どれ程の努力を尽さね;まならぬことでしょうか.一体この国にお

レて，人は患想の力というものを果して知っているのでしょうか.確固とした詰念、がさ

まざまな理由から，何か突黙の主主示とか神の御教えといったものを通して 8)習慣的な事

物の流れに逆って人の心の中に入り込み その存在を完全に覆し， 自らをして湾問のす

べてよワも高めるといった経験を，此の留の誰が体験したで‘しょうか.かつてこの土地

において，真の自覚というものが心からの応答を惹起したことがあったで、しょうか. (真

理への崇拝に身を捧げた人が 果して今迄この留には居たで、しょうか.)の

一心に信仰に没頭している人がおしなべて，かつて一変たワとも何ものにも心を動し

たことのない，かかる群衆の妨害や反対に出っくわすも自然なことと申せましょう.奥

様，あなたは，息する空気や足許の土に至るまで，すべてを自分で創り出さねばならな

いのですのこのことは文字通り真実なのです. あなたに仕えているこれらの奴隷たち

は，果してあなたを包んでいる空気となっているのではありますまいか. また能の奴隷

たちの額の汗の中に刻み込まれている簸は，果してあなたを支えている土壌ではないで

しょうか.どれ程多くのことがらと，如何段どの恐しさがこの一語，奴隷f という一語

の中に含まれていることでしょうか. これこそは魔の環であり.われわれ泣誰でも皆こ

の中に亡びるのであり，そこから抜け出る力を持っていないのです 11) これこそ呪うべ

き現実であっ，われわれは皆これにぶつかって砕けてしまうのです. これこそ，わが国

において，この上なく高潔な努力と，寛大にして勇気ある行為とを水泡に帰せしめると

8) ジハレフの書類中からのテキストの額訳は此処で終り， チャアダーユフの書類中に探存されてい
た書簡のテキストが始まる. (1lI.) 
9) シャホフスコーイのロシア語訳には， ( )内のー館は見られぬが，たまたまその蔀の頁に掲載さ
れたフランス語の手稿(筆者は不明)の写真には Quelhomme est jamais vou色iciau culte de 
la verite?という一節が嬰らかに読みとれる.λ.H吋 T.22-24， CTp. 20.フアノレクもこれを補って訳
している. (Falk， p. 89) 

10) つい先註ど迄の心を捕える魅惑的な光景の後で， かかる事物の真の状態を述べたこり節を読むこ
とは，奇好に感じられる.最後の二つの言葉によって，著者は多分地主の農奴所有の二つの型態を馬

到に描いているものと思われる.既ち局題の有毒な空気たる地主の邸内の僕緯と，有毒な土壌たる賦
役農民とがこれである. (江1.)

11) これらの言葉はグリポイエドフの次の詩句を思記させる.
H HeHaBH>>Cy C~OBO pa61 (私は憎む，奴隷fという言葉を.)(1lI.) 
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ころのものなのです a これi主主たわれわれすべての:者の意志を廓捧させ毛われわれの苦

行を織すものでもあります. 宿命的な業苦の下iこも.堪え難し、重荷の下にもくじけない

美Lき魂は一体どこにあるのでしょう. 自分自身と絶えず争いながら常に月じーっのこ

とを考え抹き. f主人とら}じ採に行動しながらも自分が厭わしくなることのない，強し、人

間はどこに居るのでしょうか.荘、は自分でも気付かぬ需に，再び振出しに戻ったようで

す. しかしもう少しこの問題に立止ることをお許し下きい.そのあとであなたの問題に

点足りたL、と存じます.

一件、われわれを悩主すこの恐Lい厄災の車内はどこにあるのでLょうか. キリスト

教そのものの中にありながら， ロシアのf'司氏が， キリスト教会の極めて典型的な特徴か

ら見離されるといったようなことが，一体どう Lて起り得たのでしょうか.わがi司にお

げる，か点追る宗教の反作用は何;二由来するものでLょうか. 在、に;土その理由がわかりま

せんが， fニだ‘ われわ，hが自慢してL、る正教のrjq二こそ疑わLいものがあるように!岳ぜ

られノるのです. あなたは，古代の哲学者がijt~ 人として奴隷の円ない社会を想像したり

奴隷~JjlJに反対して泣いなかったということを御存知と思います. キリスト降臨以前にこ

の舟において，あらゆる賢吾の中でも代表的な人物と Bされているアリストテレスすら

人間というものは， ある者i主白由に，ある者;土足榔をはめて生れついている， と串して

います 12) 同時に， ヨーロッハにおける農奴制の莞止というものが， キリスト教のおか

:干だということも御存知のことと患います. このことほどんなに頭簡な壊疑主義者も認

めざるを得ないところです. のみならず¥解放の最初の機会が，宗教的行為として祭壇

の前で行なわれたということ.そして解放状の多くの中に司 Proredemptione animae18) 

とLづ表現が見出されるということも，周知の事実です.それから最後にまた，聖職に

ある者が色分自身の農奴を解放することによって空る所におし、て模範を示Lたというこ

と， ローマ法皇が， 自分の精神的支配下にあるところではまっさきに.奴隷棋を廃止す

るようにと呼び方通げられたことも. よく知られているところです 14) しからぽ何故v二わ

が障においては，キリスト教はかj)，る結果を生み出さなかったので Lょうか. いやむ L

ろ逆i二， ロシアの民が呉奴~tIJを受入れたのが，漸くキリスト教徒になった後，まさにゴ

ドゥノフ 15) やシュイスキー (6) の治下においてであったというのは司 ~f料品l&なので L ょ

うか.正教の教会にこそ. この現象を説明させたいものです.

12') アリストテレスの， l'政治手Jの一巻第五亭:には次の加き三葉が克られる.rそして生まれる早々
から或る場合には相違があって，或るものは支配されるように出来ており，また或るものは支配する

ように出来ているからである.jアリストテレス「致治学JrU本光雄訳，岩波支淳， 40頁
13) l'霊魂のl漬いのためにJ.
14) キ 1)スト教の奴隷制度との欝争に関する， このチャアダーエブの言葉を詳細に検1討する余搭はな

いが， (当時 i 西欧においてキリスト教が，この鎚度に対し存認し再るもの以上という扱いをしてい

たことだけは，注意しておこう，チャアダーエブ自身このことに気付いており，外国旅行中，植民地

の奴隷制度に反対する， 当時としては数少ない闘士の一人だった， Wilhurforce (¥Villiam， 1759-
1833)に関するバンアレットを集めている.チャアダーエフは，人間の自由喪失に対する敵意のため

に，西欧においても. (当時)教会が，奴隷制度と和解しているという点を考意から外して，内すの

弓わんとする論拠を， (ここにおいては〉科高せんと努めたのであった. (lll.) 

iラ) ポリス・ゴドゥノ 7. 1ラ98-1605年ツアーリの位にあった.
16'i ヴァシーリー・イヴァノヴイッチ・シュイスキー. 1606-1610年のツ 7 ーリ.
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国民の一部が地の一部に加える，このいとうべき暴力に反対する母親の叫びを，何故

に教会があげなかったのか，教会に説明してもらいたいと思います.つい先頃，ボスポ

ラスとユーフラテスに，われわれの抱声が鳴響きました 17) しかし歴史学が，奴隷告IJの

亮棄がキリスト教の功績によるものであることを示しているまさにこの時に， この学

問はキリスト教徒たる四千万の農奴が足数Iをはめられていることを，疑ってすらいない

のです.つまり問題は，人類の中における各々の民族の意義というものは，その民族の

精神的な力によるものであって，ある民族が注自を惹くとすれば，それは復らの起す騒

音によってではなく，もっぱら世に与える道徳的影響によるという点にこそあります.

今や話を元に更しましょう.

在、は，あなたにとって望ましい生活様式について申 r:げま Lたが，何かあたに禁欲的
主孤独な生活を要求していると，お考えになられるかも知れません. Lかし， f1J]'~ 申 J-_

げているの法槙ましく，怜悌iな生活ーであって，それは禁欲主義的なモラルの賠い厳 Lさ

とは，全く共通するところがありません. 私は大衆の生活とは異った，確信にj哉ちた.

白的にかなった思想、と惑靖を伴った生活について語っているのであって，その様な生活-

においては，あらゆる抱の思想とか惑i育も，かかる確信になることと思います. このよ

うな生活態震というものは，人生において許されたあらゆる幸せと一致するものですし

旦これを要求すらするものですが，人との交際もかかる生活態度にとって必要不可欠な

条件となります.孤独というものは，その中に危険を秘めており，屡々より大きな誘惑

が，その中でわれわれを待ち受けてもいます.砂漠の荒野で生活した聖アントニウスlめ

が，自分の空想の生み出した幻想にまとわれ，悩まされたように，自分の中にこもると，

人の考えというものは， 自らの作り出した偽われる形象によって，どんどん大きくなっ

てゆくものです. しかし激情や無理強によらずして，規期正しく思考力というものを

発展させてゆきますと，俗事の中においてすら，あらゆる誘惑や生活上の心の迷いがこ

とごとく力を失って，心の平街が{呆たれるようになるのです 19)

無理強ではなしに，理性のあらゆるi動きや心の動きというものを，真と善の思想に結

びつけ得るような，柔軟で素朴な心の状態を見出さねばなりません.人はとりわけ，天

啓の真理によって，全身が満たさせるよう努めねばなりません. かかる真理ーのきわめて

すぐれた点と中しますのは，それがあらゆる理性的存在にとって近付き易いものであ

り，更にあらφる精神の特質と調和するものであるということです.すべての道がこの

17) rボスポラスとユーフラテスにわれらの砲声が鳴響きJというこの言葉は，書簡のこの部分が書か
れた時期を明示している. ボスポラスの砲声とは， 1829年s月のアドリアノポリス占領後，コンス
タンチノポリスへ向ったヂィピィチの進撃に非ずして，多分1829年5月，トルコの首都への糧食の輸
送を断つべく行われた，グレイク提督の率いるロシア艦裁の，ボスポラス封鎖を指すのであろう.rユ
ーフラテスの砲声」とは，勿論， 1829年パスケーヴイッチの指揮下にプーシキンも進んで、加った，エ

ルゼノレムの攻略と理解される. 第一書簡の吾付が 1829年12月1Bとなっており， この事件が 1829
年の4月から 5月にかけてであるという事立，少々奇妙な点であるが，資料をまた別に編集すれば，
原稿において比べることが出来ょう. (出.) 
18) エジプトの砂漠にあって，悪賓のさまざまな誘惑とたたかったキリスト教の惨道士. (251-356頃〕
伎の伝説は多くの芸術作品に扱われている.
19) シャホフスコーイの穣訳では， ここでパラグラブが変るが， 写真較のフランス語の草稿で、は変っ

ていない. (CM.瓦.H.， T. 22-24， CTp. 24-25) 
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真理!に.Imじているのです. 大衆がは九、考えもな Lに奉じている，つつま Lい盲伝も， Ì'~~ 

速な知識も，質朴にして心からの敬度さも，霊感に満ちた考察も.魂の高潔な詩も，す

べてがこの真理に通じているのです. しかしもっとも単純な道というの止，われわれが

白分の魂に宗教的感情の働きをこの上なく強く受けて， 自分自身の恒人的な力などはす

っかり失って，心ならずも何か至高の意志によって善へ心惹かれ， この地上から天上ヘ

と引上:子られるように感ずる時に見出されるものなのです. 自らの力弱さを自覚したま

さにこの時にこそ，われわれの稽持法異常な力をもって.天との想L、¥'こ心の;容を開き，

至高の真理はおのずとわれわれの心に彦透 Lてくるのです 20)

今迄iこ何度もわれわれの心の動きの基本的原期について. また自分たちの思想、や行為

を惹起すところのものについて，振返って見てきましたが，そういうもののかなりの部

分が，われわれには全く昆さぬ何ものかによって決定され，われわれの中で起った最善・

段高のもの，最も有益なるものが. 自分たち自身によって起るものでは決してないとい

う事実に着目せざるを得ません.われわれの為すあらゆる菩き行為というものも，未知i

の力に従うところの.われわれ毘有の才能の直接的な結栗なのです.われわれ自身に由

来する行為の唯一の現実的な基礎と申すもの;えわれわれが人生と呼んでいる. このう

たかたの時の出の，自己の利害に関する観念と結ばれています. これはわれわれのみで

なく，すべて生を受;十ているものに共通する自己免右:の本能以タトの何ものでもなく， た

だわれわれに毘右の性質によって変るだ;十なのです. ですから.われわれが何をするに

せよ宅また自ら感情や行為を如何に利言と離さんと鰐ゐて毛.所詮;:t， IEしくわかって

L 、るか，いないか，近いか速いかのおj宍ーこそあれ'/;計r;

j れLてLい、るというわ(げ?十vででξ、ず 立如lリJf何i口i~J;に二熱，心しiに二jわフ;れ;れLわ，hが公共の福2色面社i詰止1:のfた二めに努力 Lても' こ
のわjれLわれ自身iに二よつて考考-え;出j打1さ〆:h，抽象fとされた福祉なるもの(1，自らにとって望ま

しいものにほかなりません L，自己を完全に減却すること;L 決してうまくゆく筈がな

いのです. 他人のために望んでいることでも，われわれば常にその中i二自芳自身にとっ

て訂都合なものをすり替えているのです. ですから人の亘葉にそのj去を表現された宅r[I--;J
さが

のf守1・i生i之.われわれの出き性までi若手られて， だった一つのことを命じたもうたので L

ご. (<人に為されんと思うことは人にも然せよがりと. ftJ!のすべてのこととはじように‘

このことにJ引、ても。至高なる理性:に哲''!'.の道徳的教訓とは反対なのです.哲学;ム

われわれ自身何が自分にとって有益なのかわ力、っていないのに，一般的利益について.f!H
解出来るとでもいうよう I二，絶対的なえ部ち苦j亘i切な芸を理解iU来るものとしていま

す.それで1主主色対的告とl土一体iiヨで Lょうか. それは，すべての人がそれに向って自ら

の í'~ 命に努力してφ く，確子たる法則であります. この二とについてわれわれが知って

いるのは， これだゴーです. Lかしもしこの主についての理解が.われわれの生活を導く

べきであるとするならば， このことについてもっと何かを知る必要がないで Lょうか.

与七、もなくわれわれ辻， ある程度一較的法則i二従って行主1)Lてい主す.黙らざる時a.
われわれは自らの存在の基礎を自分自身の仁t";二有することになり主すが， これは不合理

20) ここから一般的主考察を有する，書簡の第二の部分が始まる.(lll.) 
21) ノレカ伝，百， 31. マタイ伝，司， 7 
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です. しかしわれわれが行動をするのは，自分でも何故とわからずにしているのであ

り，この目に見ることの出来ない原動力は，その作用によって知られ，結果において学

ばれ，時にはわれわれがこれと一致することもあります. しかしすべてこれらのこと

から，われわれの精神的存在の確実な法郎をひき出すことは，私たちには出来ないこと

なのです.乱れた感情.拘束力のない不定形の考え，これ以上のものをわれわれは決し

て自分のものとすることが出来ないのです.人間の知恵というのは. I日訳中の次のあの

恐しい噺弄の中にこめられているものなのです<<視よアダム我等の一人の如くなりて

善悪を知る.がわ

以上牢しましたことから，あなたがすで、に，天啓の不可避たることをお察しになられ

たのではないかと存じます. これこそ，私に言わしめればこの不可避たることの註拠で

ございます. 人間というものは，調和した不変の法則に従って移り変る自然の諸現象を

自分の呂の誌に晃ることによって，物理的法期を認識することを学ぶものなのです. 自

分より前の世代の観察を集め， 自分自身の経験を確かめつつ，人は認識の棒系を形成し

ます.そして，この際に計算という偉大な武器が，この体系を数学的確実さの不変的な

形式に表現するのです. この認識の範留が，たとえ全自然を包括するにはほど遠く，ま

た全事物の共通の基礎の意味にまでは達しなくとも， この範囲内においては全く確実な

認識を含んでいます. というのは，かかる認識は存在に関するものであって，その時間

的及び距離的長さといったものは，感覚的に認識出来るか，あるいは確かなアナロジー

によって予見することが出来るものだからです.要するに，これは経験の領域で『あって，

経験というものが，われわれの理解力の中に入れられた概念に確実性を付与するもので

ある以上，物箕的主界はわれわれにとって可知的なものであるわけです. あなたは，こ

の確実性というものが，われわれがある現象をず、っと前に予知し得たり，生命のない物

資に信じられぬほどの作用を及ぼし得るほどにまで達していることを， よく御存知のこ

とと患います.

かくて，人間の自由に扱い得る確実な認識手段というものが示されたわけで、す. この

誌かに，若しわれわれの理性が国有の起源の語力，即ち物質的世界の知覚に基づかざる

行動の原理を持っていると Lましても，どのみち， この固有の能力は物質にのみ適用さ

れ得るわけですから，物糞は理性tこ(物質的領域において，観察というものを)23)提供

することになります.しかし精神的領域においては，人は(何に)23) こういった手段

を用いることになるのでしょうか.精神的領域の法期を明らかにするためには，それで

は人は何を観察すべきでしょうか.理性の本質ではありますまいか. しかし理性の本質

とは，果して物質のそれと同じようなものでしょうか.理性の本質とは自由で、はないで

しょうか.果してそれは，自ら定めたある法別に従うものでしょうか.つまり，われわ

れが理性の内外の現象を探究したとて，一体何を知り得るというのでしょうか.理性は

自由であり，それがすべてです. もLわれわれがこの探究において，何か絶対的なもの
かのひと

22) 創世紀m，22(聖書の毘本語訳では，アダムのかわりに「夫人Jとなっているが，テキストに従っ
て上のま口く訳した.) 
23) 現存の手稿では， あきらかにここにいくつかの言葉の競落がある. この箇所と第四・第五書簡の
これに相当する富所から考えて，括弧の中の言葉を補った.く立1.) 
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にぶつかったとしましたなら. ;bれわオしの白出の!さ立が， たったいまやっとそこからJ友

げ11¥て来た問題の環の中に， うむを;孟わさずにわれわれを註ちに引戻すことにはならな

いで Lょうか. そして後を振返ったら，もとの場所に居たということに誌ならないでL

ょうか.このようなどうどうめぐりは不可避的なものです. しかしそれがすべてでは

ありません. もLわれわれ自身が雫理生が郎産に認めざるを得ないような，明らカミに証

明された真理にまで司事実として高まったとしま Lょう. あるいは，またわれわれが，

理性的存在が杏応なく認めざるを得ないような.一般的法界!というものを実際に発克し

たと仮定Lてヌえま Lょう. し治、 L. このような法J'{IJや真理というものは，人間の生活の

ごく一部分. .ePち人間の地上の生活にのみ関係するものであって e われわれの全く知ら

なL、他の部分とは何の関係もないのです. しか Lて.この位の部分というのは.如何な

る、類推によってもその秘密を明らかにすることが出来ないものなのです. かかる法買IJや

真理J工， 唱に人間の存在，そのつかの院のレのちに関するものであるわ(tですから，ど
うして精神的存在の真の法則たり得ま Lょうか. また、たとえわれわれが自分の経験に

もとづL、て，これらの法則を発見したとしましても. それは精神的存在が経過したある

時期の法則となり得るだけであって， この燥な場合に， どうしてこれを精神的存在の一

般的法則と認、めることが出来るで Lょうか. このことは喰えて申しますと，も Lそれぞ

れの年鈴に応じた治療法があるとすると、子供の病気をなおすためには，大人の病を知

るのは余計ーなことだと言うのと同じことでえないで Lょうか. また.青年の生活様式の

規範のためには，人間一般に右-効なものは知る必要がないとかラわれわれの健康状態が，

生泣の各瞬間瞬間の建褒状態によって決められるものではないとか， あるいはまだ.あ

る時期にわれわれが，それたミら先の生活において罰せられることな Lに句 ありとあらゆ

る云ままなことをやってもよいのだと ιうことと日じことになるのではないで L ょう

か.このように，青年むき， il:1rむき.老年むきの道徳というものを考えて.教育はた
だ単に児童や青少年にのみ眠られるべきだと主張する人に対しては. あなたはどのよう

にお考えになられるでしょうか. Lil込しながら，哲学若干の説くモラルとはー まさにこの

ようなものにはかならないのです.それはわれわれに対し今日何を為すべきかは教え

てくれますが宅明日われわれがどうなるかについて:1.如何なる考えも持つてはいなL‘ 

のです. しかし， もし現在の生活iニ明日という Hが類、かったならば.未来の生活とは一
体何でしょうカ¥

以上述べましたすべてのこと力者ら.{J，くの結u命がIUてまいります. 1111ち.構神的作在の

生活は全体として二つの陀界を包含するが.われわれの知り得るのはその中の一つの 111:

界だけだということです. そ Lて.人生の瞬間瞬間は，生活が成立っているところの一

貫Lた全時点と密接に結びついている以上.われわれの力だげでもって， この両方の世

界に必然的に関係する法則を z認識する主で高主ること;え とても不可能であることは明

らかです. ですから， このような法則がわれわれに無条件に教えられるのは.たった一

つのtu:界， たった一つの事物の秩序がそのもののために存在するといった理性によって

なのです.

L 点適 Lながら. このように中上;子、た方、らといって，われわれの見地治通らして，哲学者
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の倫理学が全く価信を持たないものであるとは.お考えにならないで下さい. このよう

な教えというものが，偉大な素晴しい真理を含むものであって それは長い間人々を導

いて来たし，今でも心と魂の中におどろくべき反響を見出しているということを，われ

われはよく知っています. しかし同時に，かかる真理が人間の理性によって考え出され

たものではなく，人類の全生活のさまざまな時期に，天上から人間に鼓吹されたもので

あることも知っています. これは，自然の理性によって伝えられ 至高の権威によって

のみ啓示されるところの，本源的真理の一つなのです.地上の賢者江讃えらるべきです

が，光栄は神にのみあるのです.人間は神の光の輝きによってしか歩むことが出来ない

からなのです. この光は常に人間の足許を照しているのですが，人はこの輝しい光の由

って来る源には気付いておりません. 福音書の著者は申しています. rもろもろの入を
てらす真の光ありて，世にきたれり.彼は世にあり・・・ー・〈されど〉世は彼を知らざワきJ

と 24)

キリスト教の影響のもとに，人間の理性によって得られた習積的な考えというもの

は，天上から示されたイデーを，二つの偉大な啓示たる新訳及びIB訳聖書の中にのみ見

ることを教えはしましたが，われわれ泣そもそも最初の啓示というものを忘れているの

です. しかしながら，この神と人間の最初の交流を法っきり理解しませんと，キリスト

教に関しては何も理解することが出来ないことになります. 告分自身の規範の中に，精

神的存在の偉大な謎の解明を見出し得ぬキザスト教徒は， おのずと哲学者の教えに額む

いてゆきます. しかし哲学者というものは，人間を通してのみ人間を説明することがで

きるだけで，人と神とを分ち，人があたかも自分自身にだけ依拠しているといった考え

を吹込むのです. よく人はキリスト教が，われわれにとって知らねばならぬすべての

ことを必ずしも説明するものではないと，考えています.そして哲学のみが，われわれ

に教え得る精神的真理があるかの如く考えていますが， これはとんでもない誤解なので

す. 神の知りたもうところに代るような，入閣の知識といったものは存在しないからで

す. キリスト教徒にとりまして，人間精神のあらゆる働きは，神の世界への絶えざる働

きかけの反映にほかなりませんし この作用の結果を知ることは，人間の子にその信仰

を堅固ならしめるための，新たな証明を与えるにすぎません. キリスト教徒と申すもの

はさまざまな哲学体系や人間の努力の中に，社会のいろいろ異った状況，段賠Iこ相応す

るところの，入の世の精神の力の多少なりとも完全な発達のを見るものです. しかし

彼が人間の宿命の秘密を見出すのは.決して人間理性の-不安定で、不確実な動揺の中にで

はなく，その源が神の得臨に秘められた教えが人類に遺したところの， {言条と深奥な表

現の中においてなのです.神は邑らの教えの中に，次第に地上の思想、が流込んで来るの

を見つめていられます.そして，その御手でもって人間をお創りになられた日に，人間

にさとされ給うた最初の御教えが，そこに多少ともはっきりとした跡をとどめているこ

とを見出されるのです. 神は人間精神の霊史について考察され，そこに超自然的な輝き

を認められます. この輝きこそ人間の理詮が好んで自らを覆っている雲霧や閣のすべて

を貫いて，神の知られぬ間に人間理性を絶えず啓発しているものなのです.神は天から

24) ヨハネ伝， 1， 9， 1む
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地 Lvこ下った， この全龍にして抹殺することの出来ないイデーを至るところに認められ

ます.そしてこのイデーが無かったならぽ、ずっと以前;二人、傾注自らの自由の中に迷込

んでいたことでしょう.そして最後に一言付加えますと.神がより現代iこ近い時点に行

いて人類に知らしめることに同意されたより完全な真理を， 人類がまたしてもこれらの

イデーのおかげで、把握出来たということをも，神は知っておられるのです.

ですから人は， 自分の頭の中におきめられた全知詑をわがものとせんとするのではな

くて.人頭の全世界史の中にある主の道を， 出来る限りよく理解せんと努力すべきなの

です. 人はひたすら神の国の伝統にのみ思いをこらすべきであって，この伝統を人間が

歪曲したことなどは二義的なことでしか怠りません.かくするならぽ、必ずや人の考えの

史しなき海のさ中で.導きの星によっていつも正しい航路をとっている，救いの船の確

かな舵があるということを，きっと人は理解することでしょう. この導きの星は，決し

て黒雲によって覆われることなく.とこしえに輝いているのであり，誰の自にも.また

どこででも見ることの出来るものなのです.それば.昼も夜もわれわれの頭上にあるも

のなのです.そしてひとたび人間が，精神的世界の全秩序というものが，神がわれわれ

の魂にi丈込まれた長初の知識と. こ，11らのイデーにわれわれの理性が加えた，反作用の

結来であることを理解したならば，かかるいしずえが，時代から時代へ， 世代からill:代

へと保持され受継がれることが，特別の法則によって定められているものであること

も，人民にとって明らカ訟となることでしょう.又聖なる橿の中i二実理の不変な印がある

ように，地 f-:.のそこここに散在する聖なる場所に， 1.. 、くつかの呂で見ることの出来る印

があるのだということも.当然理解されることと存じます.

奥様. 後になって流入さるべき新しい真理を吉らのものとすべくi1t界が或熟ずるより

もiゴ、前に， 自己自身の発展による人類の教育が摂って Lまったのですが，まさにその時

に，混沌としてはし、ても深い感情が，少数の選ばれた人々をして，析にふれて宅軌道に

沿って運行ずる真理の星の輝しい軌跡を子知ずることを許したのでございます. このよ

うにして， ピタゴラス， ソクラテス， ゾロアスターといった人々.就中プラトンはず:状

L'rifrl..、克-を見たのであり. 彼らの額i主常ならぬ光の反射に照らし出されているのです.

J己主を見つめている伎らのまなざしは. どこから新たな太陽が昇るかを凝現しカミずみh

なfI'dの光をある程度主でよさゐたのでLた. LかL. その設らとても.絶対の支理の認識

支ではi主主ることが出来ませんで、した. というのも.人間がその本珪を変えて Lまった

この時代において， 真理はその輝きの中に姿を見せることがなかったからであり，そJL

を在っているもうろうたる震を通して，真理を認めることは出来なかったからでありま

す. しかしこれとは反対に，もし今日人が未だこの真理を認めないならば‘それは告ら

すすんで日をふさいでいるからであり.もし確実な道から逸脱するならば，それは真理

とより毘く結びつかんとの唯一の目的をIl，、の中i二残しておいて，あいまいな原理に身を

屈することにはかならないのです.

奥様‘ もとよりあなたは以上の考察が何を目的としたものであるか，見当がつかれて

いることと存じ主す.今支で述べましたことふ込ら‘結論はおのずと明らかでございます.

以下において，われわれはこの結i治を考えてみま Lょう. 弘i土三うなたが苦もなくそれら
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をご自分のものにされることを詰じております. しかしわれわれは， もうこのたび途rit

で見て来たような逸脱によって，自らの君、想を中断させたし、とは思いません.それより

もっと一貫した捧系的な話合が出来るかと存じております. では，奥様，失礼~、たしま
す 25)

25) すでにま(Jられているように，チャアダーエフは(哲学)喜需を第三書簡から公刊せんと考えてい

た.しかし，その後この計画を変更して，第一書欝から始めんと決心したが，この持おのずと，第二

書簡ーを出版すべきか杏かとの疑関が起った.審問に欝しての，ナヂェージンの証言によれば，チャア

ダーエブは第二書簡の出寂を取止めて，第三書簡を直ちに第一書簡の後に印劇することに決めていた

という.そして周知の如く，この第三書簡は組版されて「テレスコープjの次の号に掲載される予定

となっていた.序文で、述べたように，この校正劇が今日まで、詰っていることが，このことを証明して

いるのである.チャアダーエフが，この第二書簡を出版することを止めた理由が，こわ書簡の宛先で

ある女性への忠告と，彼女の運命との明らかな不一致によるものであるか，または換器的見地からみ

て容認し難いとされた第一書需に対する酷評によるものか，それとも第三書簡以下で度々繰返してい

る主張が，この第二書簡では言弘、と考えたことによるかどうか，そのいずれとも決めることは難しい

ことである.いずれにもせよ，この書曹の中にはチャアダーエフの考えの特賞が多く見られるi故に，

今日全書簡を公刊するにあたって，これを棄てることは出来ない. (立1.)
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Absorpta est mors ad victorIaJ孔り

宗教についてのわれわれの考察は，哲学的な論議へ移ったあとで，再びもとの宗教的

思想へとわれわれを立戻らせました. 今ここであらためて哲学的晃地に立つことといた

しましょう.われわれは未だこの問題を論じ尽してはおりません.宗教的な問題を.純

粋に思弁的な光の中で考察することによって，われわれは哲学的問題を宗教によって最

終的に解決するだけとなります.その上，知何に告仰が囲いものであっても.理性とい

うものは，それ自体の中に含んでいる力に依存し得べきものなのです.更にまた魂のヰ?

なる信停泊三必要とあらば理性の中に論拠を見出さねばならぬといった魂もあります.

そして在、には.あなたがたまた主このような魂の一人て、あるように思われるのですち

なたは余りにも学校で教える哲学に慣れていらっしゃい主す.そしてあなたの信仰は未

だflCL浅しあなたの習震は，純粋な敬度がおのずとその中で育ち識ち足りるといったち

あの孤独な生活とはほど遠いものですから， あなたは感情だけに導かれるということが

出来なL、のです.あなたのお心~t，議論な Lには溝足されることはないでしょう‘多く

の啓示が感情の中に秘められ，偉大な力が心の中に宿っていることも確かですが，感i古

がわれわれに働きかげるのは.ほんの一時であって， これによって生まれた感動も永く

続くものでiヱあり主せん. これとは反えれ二、思考によって獲得されたものは，常にわれ

われに残ります.精神状態がどうであれ‘とくと考えられた思想;に決してわれわれ点、

ら離，hることがありませんが i手に感情にあふれた思想というものは，不安定で変りや

すいものです.すべては，われわれの心臓の脹打つ力の強さにかかっているのです.そ

の上心鞍は人の好みにLたがって与えら;hるものではなく，それがどんなものであって

も人は我慢しなければなりませんが，理性ほ，われわれがたえず富IJり出Lてゆくものな

のです.

あなたは縄自分が.生主れっき宗教的生活にむいているとおっしゃっています. 在、は

ー再ならずこのことについて考えてみましたが どうもあなたが間違っているように忠

われます. あなたは，たまたま起った確かならぬ感情や、移り気で夢見がちな空想を‘

白然の要求と取り違えていられるのです. これは間違いなのであって，この様な不安定

なh'i-熱をもってしては，真の使命に没頭することはとても出来ません. 人生にきざし、て，

ーたびこのような使命が見出されたならば‘ 人は岳分の運命を確臣たる決心と不動の磁:

信をもって甘受せねばなりません.もとより，自己自身を改菩することは，可誌であり、

iい1 文L学芋f的作にみて，最もすく
述べている.ここにおいて著者は，今までずっと論じて来た，人類の運命に関する問題を，哲学的見地

から考察せんとしているのである.書関の末尾において著者は，自分にとって最も髄値あるものと考

えていた，精神的発達の理想について，また歴史的発畏の一般的目的とその究極的呂的についての ~î

己の思想を開陳している.第一・第六・第七書簡と異って，チャアダーエフがこの書簡の中では，こh
らすべての動きの中での教会の役割については，全く弓及していないのは注意すべき点である.〈立1.)
2) !死は勝に呑まれたりj コリント前書 XV，54
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必要ですらあります. キザスト教徒にとって，かかる可能性を吉じ，この点についての

自分の義務を自覚することは，詰仰の趣旨でもあり，最も重要な期待でもあります. キ

リスト教の教えは，あらゆるものの総体を，われわれの存在の可能にして必然的な新生

とL寸土台の上に見ています.ですから，われわれの全努力はこのことに向けられねば

ならなL、のです. しかしながら，われわれの老いたる存在が朽ちはてて，自らの中にキ

リストによって創造された新たな人間が生まれつつあることを感じないでいるかぎり，

この望ましい変換を早くするために，われわれはあらゆる手段をこうじなければならな

いのです. と申しますのも，われわれが全力を尽くさなければ，この変換はやって来な

いものだからです.

しかし御承知のように，私どもはここで全範囲にわたって哲学を究めるつもりはあり

ません.われわれの課題はもっとつつましいもので，哲学の包含するものが何であるか

ではなし哲学の中に含まれていないものを見出すことにあります.信仰あっき心にと

って，これは人間の学問を理解し役立たせる唯一の方法なのですが，同時にこの学問

が向であるかを知り， 出来る限りこれをわれわれの信仰の見地から考察することも必要

です.

モンテーニュは言っております. 1"隷従こそは， 天に在す至上至仁なるものを認む

る理性ある霊魂の主要なる義務であるJl)と. 御承知のように， 彼は信俳厚き賢者とは
見なされておりません. しかし，懐疑主義者のこの思想を Lて，今度はわれわれの導き

の書たらしめようではありませんか.散の陣営から味方を引入れることはよくあること

ですしこれは童文{闘の力を全く無力たらしめることにもなります.

第-vこ，理性には従震的な理性しか存在しません. これは全く疑問の余地のなL、とこ
ろですが，しかしこれがすべてだというわけではありません.人間を見てごらんなさい.

人間は一生の関，吉分が従屠すべき何ものかをきがし求める以外 何もしていないので

す.最初人は， 自分以外のすべてのものを動かしているカとは違った一つのカを，自分

の中に晃出します. それとともに，人は〈この中なる〉心力が，無眼のものではないこ

とを確信するに至って，自己のつまらなさに気付くようになります. この時人間は，白

3) I随想、議j第2巻，第 12章「レイモンスポン弁護J.関根秀雄訳，白水社， 1950， p. 839. 
(哲学書簡においては)，通常フランス文学の引用辻原文で行なわれているが，ここでもチャアダーエ

ブは原文で引用している.ここで引用されているモンテーニュの著作は，チャアダーエフの蔵書の中

にあるが，この引黒箇所は，他のいくつかの箇所とともに，チャアダーエフによってアンダーライン
がヲiかれている.本文のコンテキストは以下の通りである. (立1.)
f各人の義務の観念は，それぞれの判断にまかして辻いけない. それは規定すべきであって， 勝手に
選択させるべきではない.そうしておかぬと，我等の理性や意見は無力にして限りなく雑多であるか
ら，しまいに我等は，エピクロスがし、うたように，我等をして相食ましむるような義務をでっち上げ

ることになろう.神が人間に与えた最初の法規は，絶対服従の主主-規であった.それは簡単現瞭なる命

令であって，人間はそこに，何も知ったり論じたちするに及ばなかった.1可となれば，瓶従こそ誌，
天に在す至上至仁なるものを認むる理性ある霊魂の主要なる義務であるからだ.服従と謙譲とよりは，

あらゆる第が生れる.自負よりあらゆる罪悪が生れるように.処が之に反して，悪賓の{員肋ミら人間性

の上に来た最初の誘惑，その最初の毒は，彼が学問知識について我等になしたる《汝等，善ト悪トヲ

知リテ，神ノ如クナノレベシ.>} (説世紀〉という約束に依って，我等の間に浸み込んだ.JI随想諒J，関誤
訳， pp. 838-839 
4) シャホフスコーイの補是
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己の外にある力が自分を支配していて， これに思従せねばならないとレうこと，そ Lて

このことの中にこそ自己の全生活があるのだと気付くのです.一つはわれわれの中にあ

って不完全な力であり， もう Aつはわれわれの外にあって完全な力であるとレう，三つ

の種知の力の認識が.理性の長初の呂賞;めからおのずと人間の自覚の中に諺込んで来る

のです.そして，たとえこういった認識が，われわれが五惑で感じたり，他人との交わ

りに探 Lて与えられる認識ほどは， はっきりと一定の形をとったものとして惑じられな

くとも，弘達が善.~ .徳行・法買IJなどについて，又それらの長対物について抱いてい

る思想というものは.われらのうつろい易き本性や，動揺 L変りやすい意志や，また不

安定な欲求の封象とは関係なきものに服従せね;王ならぬと感じているところカ￥ら斗.まれ

てくる tのなのです. われわれの積捧性というものも，自らを Lて一般的秩序，従屠の

秩序のr{lにあてはめんとの力のあらわれにはカミなりません. 官、共がこの 1)に封書:しよう

と反~，t Lょうと，所詮ほ同じことなのであって，在、達は永久にこのりの Fにあるのです.

ですJうもらfL，I圭にとって必要なのは， この力の自分達に及ぶす働主力、げにιj-Lて. I!¥来乙
_(-frEL い託i汚を岳分自身にするよう努 J)するということだげです. そして一定この))

についてf"Jごとかを説ったなら:i. 守主;土安ら力通な確日をもってこの力i二身を委ねるの
です. ノ私達が自分i主の b二{卦L、ていると気付いていないこの力は，決してよ呉ることな L

にあらゆるものを予定の場時へi草いてゆくのです. 至高の力のわれらの本性への鈎きか

けを，担何にして開始するカるという.人生のZ主要な問題;え このことの中にこそあるの
ーc 

われわれはこのように.精神的計界の根まを理解しています.そして，ごらんの如く

それは物質的計界の根源と完全に一致するものなのです. 邑芳、に関しては，この袈源は

あらゆるものが脹従せねばならね打立ち妻都、力のように晃えますが，われわれに関 Lて

ほ，それは弘達自身の力と一絡になって傍き， まだある程度は私達の力によって変えら

れる力にすぎないのです.われわれの人為的な理性を註界に付与 Ltニ際の.論理的な形

というものはこのようなものです. しかしながら.在、共己最初に与えられた世界理性の

分前を，勝手にすり代えたこのような人為的理性というものほ， 私達の巨に婁々対象を

ありのままではなく，歪めて克せるところの芝、しき理性ではあっても，われわれ力、ら，

nlBに駿 Ltこり. 在、達のために作られた法に報することの宅要性を認識する能力を存

りて. 事物の絶対的秩rf; を tll~ 界の一般的法員!J /J るら去らぜてしまうはどのもので;ヱあり主

せん. ですから， この理性a.T!¥達が物質的秩Ffに関してと河じ諒i二，岳出を与えら，tt

た現実として受取り，恭!隔を桔神的 f5~'干の立の現実として認識することを，次 L て坊げ

るものではないのですう￥くの如く. 人の全知力とその認識方法は， この恭11固にのみ広

づいているのです. 人;ヱ恭ii浜であれ;どある程強いのです.そして人間理性の前には， fこ

った一つの問題‘.t1[JfJ， fぜi二恭顕であるべきカミという nfJ!illだ;tがあります. この全知的・
道徳的行為の宅高の原Hllを放棄し主すと‘ われわれ;主立ちに背徳的な考えべっ非道徳的な

考えに陥ってし主います :~fl:の青学の{吏命;に弟ーにこのような観点を強化し，ついで

人生においてわれわれを導くべき光がどこから来る力ゐを、明らかにすることにあります.

何故に，理性;土その却i何なる行為においても‘ 供iえiえ数学的計草ほどの高さに主で
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到達しないのでしょうか.それでは，計算とは一体何でしょうか.それは，患考する意

志のf動く余地のない機械的作業であり，知力 5)の働きであります.それでは，数学にお

ける分析のこの驚くべき力はどこから来るのでしょうか. それは，矢口力がここで、はある

規則に完全に従って楊いているということに由来します.又物理学においては.観察が

何故にかくも多くのものをもたらすのでしょうか.それは，観察というものが人間理性

の本来の領向を克服して， これに思考の常の歩みとは全く反対の方向を与えるからなの

です.更にそれは.理性をして自然、との関係において，本来そうあるべき従属状態にお

いているからなのです.め自然哲学は， どのようにしてその高き信意性に迄到達し得た

のでしょうか7)それは理性をして， 全く従属的にして否定的な働きに迄もっていった

からです.最後に，この哲学にかくも巨きな力を付与せる，すぐれた論理の働きとは一

体何なのでしょうか.それは理性を鍛え，これを全陸界にわたる賎従の轄に繋主更に

理性をして自らが探究している自黙の如き，盲目にして従属的なものになしているので

す.ベーコンは言っています.人間にとって，自然を支配すべく開かれた唯一の道は，

天関へ通ずる道にほかならず，これに入るには，幼児の如き従順さによってのみ可能で、
-・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・
あると 8)

議論を進めましょう.一体論理的分折のとは，理性が自らに課した強制以外の何もの

であり得ましょうか.理性に意志を付与してごらんなさい.それはもっぱら綜合的に働

くことでしょう.分析的方法によっては，格別に努力した際にのみ，われわれは前進す

ることが出来ます. というのも，私達は常に自然な道，即ち綜合的な道に踏み込みがち

だからです.人間理性は綜合から始まりましたが，この綜合こそ古代の学問の特徴なの

です. しかしながら，綜合が如何に分析よりも自然で合法的なものであり，文時にはそ

れ以上のものであったとしても，従屠の過程， ~fJち分析のプロセスこそ，思想の最も積

極的なあらわれなのです.他方，注意深く事実を見るならば，自然科学における偉大な

発見というものが全く独立した車観，即ち綜合的な原理に起因するものであることをも

見出すでしょう. しかし，たとえ直観というものがその本質から言って人間理性の特徴

であり，その最も有効な武器の一つではあっても，われわれの他の能力と同様， これを

完全に解明することは出来ないという事実は注呂すべきです.問題はわれわれが直観と

いうものを，他の能力ほど純粋にして単純な形では所有していないということであり，

ラ〉 ロシア語の“pa3yM"は“Vernunft" e，“yM"は“Verstand"と鱗訳される.(F.) 
6) 古代人は何故に観察することが出来なかったので、あるか.それは， 彼らがキリスト教徒ではなか
ったからで、ある. (京注〉

7) チャアダーエプがその著の中で， <<La philosophie naturelle})という言葉に，どのような意味を

対一年していたかは，全〈不明である.彼は，電気，磁気，古生物学等に関する最新の学説を究めんと
していたが，その意書中の自然哲学関係の書物の選択は，全くアト・ランダムなものであった.残念

ながら，現存の蔵書中には，チャアダーエフが持っていたに椙違ないと思われるシエリングの主たる
著作は見当らない. (旦1.)

8) Novum organum (票注);第68章より引用〈江1.F.) 

9) ここでは，分析とか総合という言葉が， チャアダーエアによって幾らか異った意味で、用いられて

いる.すなわち，分析とはd昂納，総合とは演鐸の意tこ解すべきである.I狂人の弁明」の中では，総合
とは古代世界の学問の特領に非ずして，東洋的世界観の特賞と考えられている. (C. H n. T.I.， CTp. 
226) (lll.) 
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[!‘この能力には， 至高の理註に)話する何ものかがあって，これがわれわれの理性のr!qニ

反映 Lているにすぎないということにあり主す. ですからこそ， J)れまつれば長も揮し L、

定見をこのi立主えに負っているのです.

かくして人間理性というものが，その内誌の力の立によって最も錐実な知識に迄到達

し得るもので誌なく.必ずやそれが外部から導IJ.JLてL、るということは明らかです.で

すから. 私達の知的能力の哀の基礎というのは，本質的に一種の論理的自制にほかなら

ず，それは又倫理的自制と同様に，月ーの法則i二起悶しているのです.

しかしながら，われわれは経験と観察によってだげで辻なくー思索によっても自民を

JiZ識します. あらゆる白魚現象:1主1. 大i前ii肖i詰i提‘ 小i前}諒H出告提Eι' そ Lて卒討lJι1

之らjれ工主す. ですカミ Fλ 自然そのものが知性に~-;J- 1-• 当然を認講するためにたどるべき

近をぶしてくれているのです. 従って知性(1. 自らのliiJ;二あらわれる事物の出動の1[1

るiJ~llllに従えばよいのです. このよう;こして. W!Jえ;£古代のストア派の朽'、[:il長たわ:t. 

そのすぐれた予感、をもって. 岳焦をf/，¥散し‘こhに従い令これと調和することについて

ifjったので Lた.彼らは在、達よりもあらゆる原wの近くにあって，われわれのように[11:
界を小さく分製することはなくー ただ精神的手t界の基本原理jこる，如何なる力も立11fliJ j三

る法員IJもわれわれ自身によって告りられるものでばないということを告げたのです.

われわれを行動にかりたてる1京理というもの;土， 自分自身の宰福の肴求にほかなりま

せんが.若しも幸福についての私達の考えが単なる空想にすぎないと Lたら. 人類;土一

体何に向って歩んだので Lょうか.その時は.各時代，各民族がそれぞれ宰福について

別々の考えを持っていたことになります. もL人間の，むの中i二‘あらゆる時代，あらゆ

る割に共通の. というのは人間色からが諮ったものではない，宰福に関しての唯一つの

計界的な理解がなカミったとしたら. どのように Lて人組は全体と Lてその無限の進歩を

なLとげることが出来たで Lょうか.われわれの行為は何によって道徳的なるものたり

得たで、しょうか.それは.われわれをして法制に従わせ、真理を敬わせてL、る強制的な

惑情によってなのでしょうか， lかL法員Ijというものは，われわれ元、ら出たものでない

が故に法則なのであり‘ rfflp' (1，われわれが考え出 Lたものでなレ元、らこそ真理なので

す 1I!j:としてわれわれは，正Lカミらざる行為の準期を打立てます. Lかしそれは. Jヲ，h

われが自らの判断に自己の性躍が及ぼす影響を取抜くことが出来ないからであって， こ

の場frわれわれの性癖が法則を自分自身に押しつ(tて，その結果これを詳遍的な下市の
氏Wlと考えてこれに従ってレる二とになるわげで、す. もちろん.全く努力せずして近{1111

の命ずるすべてに一致Lた行動をとっている人もL、さす. このような人々;土.わ;hわ，1l

が賢史と賞讃ずる幾人カミの偉大な{信任zであり主す. しかしかかる選;まれた魂にあっては

義務の惑情というものは.E宗を通 Lてではなく，偉大な教示となって.そ;hと知らず

に人々を動かしている耗められた動機を通して?を達しているのであって， この(同人的な

思恕より l土るかに強い動機(えわれわれが尋ねず、とも生活の中に見「ちされるものなので

す. これはすべての人に共通した思怨から出ています.われわれを自分自身以土におめ

る手本や諸事矯の好運な讃重なりが， 又われわれをかくあらしめ.それなくしては決 L

てかくあり得なカ追った全牛j去の部行よき結合せが. It~îーとして知性を驚かすことがあり主
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す. こういったことは，すべて歴史の生きた教訴であって，ある人々はわれわれにはう

かがし、知れない詮射によって，かかる教訓を身につけているのです.そして，丹並な心理

学がかかる詰4神の動きの秘められた働きを説明出来ないとしても，人類の思想、の継承を

精神的世界の第一原理と見なすより深奥な心理学は， この中に自らの問題の解答の大部

分を見出しているのですのまた，たとえ善き行為のヒロイズムとか，天才の霊感といっ

たものが， 1~ 々の人間の思想に起因するものでないとしても，それらは何世紀もの思想

の結実では怠るのです.ですから，われわれが考えようと考えまいと，私達が未だこの世

に出現する以前に誰かがすでに考えていたので、すから，所詮は同じことです.従って，

すべて精神的な行為の基礎には，如何にそれらが孤立し独立したものに見えようと，常

に義務の惑清があるのであっ.これからして，恭H賓の惑清もまたあることになります.

次に，もし人が完全にその自由を喪失するほど恭顕である場合を考えてみましょう 11)

たった今述べましたところからも，恭I!買が人間の徳性の最高の段階たることは明らかで

す. まこと，人の心の動きというものは，この世のすべての運動を惹起している同じ原

理によって起されているのですから， (恭顕なる) この時，人は現在のように自1:さから

切離されることなく，自然と融合することとなりましょう. 自己自身の意志の感覚は，

人をして一般的秩序から切離し孤立的な存在となしますが， この時人間の中に世界章、志

の惑情，言葉を変えて申しますなら，内的な惑覚，言わば自分が全世界の一部だという

深い自覚が目覚めることでしょう.現在人間は，自己の面前のあらゆる対象をぼかし

自己を取巻くものから自分自身を切離している菰立した思想，倍人的原理に満たされて

います. しかしこのこと法，人間本来の性質の不可欠な条件では決してなく.単に人間

が自然一般から無理に疎外されている結果にすぎないのです.若し人が現在陥っている

その悪しき自我を捨てるならば，越の全世界とはるかな昔から結びついている思想，普

遍的な個註，純粋な理性の力を新たに晃出しはしないでしょうか.その時になっても未

だ人は，昌己をしてあらゆることに関与せしめ，世界を彼の人為的な理性のプリズムを

通して眺めさせている， この狭小にして貧弱なる生活の中に暮していると惑じるでしょ

うか. もとよりそうではありません.人間は，神が自らを無より創りたもうたその日に

神より賜った生活を，新たに始めることでしょう.かつて一人の露大な天才が幻人目i

10) ここで著者は， 第五書簡においてより詳細に発展されるところの考え， すなわち，全体として全
宇宙的認識を形成する，認識の継承性について予告しているのである. (立1.)
11) 人簡の自由の完全な喪失について語り註がら，疑いもなく著者は自分の全思想、を歪めている暖昧

さを許容している.著者は人爵の自由を，文句なしに基礎として，また偉大な贈物として認めている
が，ここでは単に，弧立化を避け，間々人が世の生活と自由に融合することについてだけ論じている

のである. (立1.)
12) ここでは嬰らかに，プラトンが考えられているが， このような思想誌， チャアダーエフが熱心に
読んだセネカにもみられる.このセネカの著書のフランス語訳は，チャアダーエフの議書中に録存さ

れているが，これには伎の手による沢山の注や印が見られる.
失われた世界との交流を，再びわれわれが見出すのは， 1"全くわれわれにかかっているのであって，
われわれを原巻いている全世界を見棄てることを要求するものではなしづとのこの節の最後の言葉は
チャアダーエフの思想の極めて本質的な部分をなす.このように，死に対する勝利というものは，チ
ャアダーエフの他の言葉とも考えあわせれば，地上の生活の枠内で達せられるべきものと考えられて
いた. このことは，チャアダーエフがこの書需に付したエピグラフの意味を理解する上にも重要であ
る. (江1.)

140 

--，一一血 寸一. 



哲学書簡

とL、うものは何かよりよい生活につし、ての思出をもっているものだと申しましたが，偉

大な患想というもの法徒に地上に投ぜ、られているのでありません. しかしこの天才が言

うべくして言わなかったことは，一一ここにこの偉大な天才も他の誰もが越えることの

出来なかった，当時の人々の思想の発達の限界があるのですが この失われた素晴ら

しいものが再びわれわれによって見出され得るということ，そしてそれは全くわれわれ

にかかっているのであって，われわれを取巻いている全世界を見棄てることを要求する

ものではない， ということです.

時間と空間とは，現在ヵ、くある人間生活の摂界となっています. しかし，誰が一体宮、

に対 L，時間の苦しい圧迫カ￥ら造れることを禁じ得ま Lょうか. 弘;土又この時間という

考え自体をどこから引出してきたのでしょうか. 過去のL、ろいろな出来ごとの患い/11己、

らでしょうか.それでは. このような忠出とは一体何でしょう.それこそ意志の働き以

外の何ものでもありません， さもなく ;f，弘の全生活中に次々に起ったtH来ごとは，い

つまでも在、の;記憶中に残ってたえず、私の頭を悩ますことでしょう. しカミし実際にはこ;fl

とは反対に，在、が自らの思想に完全な自由を与えている時においてすら， 在、が覚えてい

るのは， 私の感情を波立たせ考えを引付けた.ある心の状態と結びついた，IC.!ちだけなの

です. 私達i土，過去の姿を未来のそれと同じように説り出しているのです.弘の目前で

むらついている.未来の変転極りなL、幻影を患いのままにi告し得るようには，弘の後に

じっと立っている.過去の亡霊を消すことを妨げているのは一体何なのでしょうか.現

在と呼ばれている， 在、がそのあらわす言葉を口にしたその一瞬にももはや存在しない，

この中間の一瞬時から脱げ出すことを妨庁てL、るのは向なのでしょうか. われわれは絶

えず自分自身を部造しています.そして，このことは疑いの余地がありません.神はま

た時間を告せられずに， 人間がそれをQljることをお許しになられました. しからばこの場

合，常に私を取り回み苦しめている， この時間というはなはだしく右害な思想はどうい

うことになるのでしょうか. それが一弘の意識カ込ら完全に治え去ることはないのでしょう

か.かくもきびしく弘を圧迫しているその見せかげの現実が， あとカ寸こなく 111]え去るよ

うなことはないのでしょうか. (もしそうなったら) 私の存在に，工もはや立lJfu!なる限界

もなくなり，無限の視界を妨:干るものは付ーっとてなくラ在、の授線;土永遠のItqニ沈んで守

地!-.の地平線は消え去ることでLょう.蒼ZZは地上iこで、はなく，わが日 liiiにJろがった

無j誌の野にかかり， 弘は岳分邑身を， 口とか時ーliliとか瞬間にほ分割きれない無限の斗1;二

見出すことになるでしょう. これこそ動きも変化もない永遠に単一の世界であり，その

IctC1におしてl土あらゆる弧止 Lた存在が互いの中に姿を泣し去るところの. 一言で申すな

らば.あらゆるものが永迭に軒主するW:界なのです. われわれの精神が告ら昨りあげた

村~N~を取り外すならば，その!主ごとに精神(仁現在ある建の時間の Iflにあるように，こ

の倭の時|誌に到達し得るのです. 何故に精神:i. ~ 、つも同じ斉色の持 l~j'O)tJ.L~rーによっ vこ

はカ為られる. ものごとのをlj一刻の変化の蔭で.Aくせくしているので Lょうか. 精神は

何故に. Il年を打つ吉の|記こえない別の計界乙，の:むに移って;土;tカミないのでしょうか.

それはつまり，無|混というものが表象の自然、の上皮であって. この中にこそ唯一真実の

時間があるのに対し， f也のもの;まわれわれが自分吉身のために剖ったものだげに，知ら
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れざるものだからなのです.

空間に話を転じましょう.思想がそこに留っていないことだけは，誰もが知っていま

す.思想は触知出来る註界の論理的な諸条件をまとっていますが.それ自体はこの世界

に住んでいません.従って，空間に如何なる実在性を与えましでも，それは思想、の外に

あるもので，そこには構神の本実と共通なものは何一つありません.それは，言うなれ

ば不可避的な一つのフオノレムなのですが，それでも，外界がわれわれにその姿を見せる

ところの一つのフオノレムであるわけです. ですから， ここで問題となっている新しい存

在への道を鎖すという点では，空間は時間ほどではありません.

従って，人がそれに向って努力すべき生活とは，完成された，確実にして明らかな，

無|哀の知識の生活で、あり，そして何よりもまず全き恭)1震の生活で為ります. この生活を

人はかつて持ったことがあり，未来においても約束されているのです. ところであなた

は，これがどのような生話か御存知でしょうか. これは天国であり，そしてこれ以外の

天国というのは存在しないのです.われわれは只今亘ちにこの天国に入ることが出来る

のであって，これを疑ってはなりません.げだしこれは，われわれの本性を所与の条件

において完全に更新させることであり， これこそ理性的存在の努力の昌標であって，こ

の世界における精神の究極的使命にほかならないからです. 私には，私達の誰もがこの

偉大な道を歩むべく運命づけられているかどうか， また各自がその光栄ある終極的呂的

に到達出来るかどうかわかりませんが，われわれの本性を全世界の本質と一致させるこ

とだけが，私達の進歩の究極点であることは知っています. というのも，このようにし

てのみ，われわれの精神はあらゆるものの完成に迄高揚し得るのであり， これこそまさ

に至高の理性の完全な表現だからです 13)

しかしわれわれが未だ自らの存在をあらゆる存在と融合させるという，私達の巡礼

の目的にまで致達していない間においても，少なくとも構神的存在の世界に諮け込むと

いうことは出来ないことでしょうか.われわれを自分自身と似た存在に一致させること

は，ある程度は自分だけの力で出来るのではないでしょうか.実際われわれは，他人の

窮乏や利益を自分のものとし，彼らの感情を思いやって，ついには後らのためにのみ生

き，彼らを通してのみ感ずるといった生き方を始めることが出来ましょう. このことは

疑いもなく確かなことです. このようにわれわれが自分の周囲に起るものと，一体とな

り得るおどろくべき能力を， 同情とか愛とか思いやりとか呼ぶことも出来ましょうが，

L、ずれにしても，それはわれわれの本性にとって固有な龍力なのです. もし欲するなら

ば，われわれ誌自分に知られざる精神的世界で起ったことを， 自分自身にあったことと

して経験し得るほど，精神的世界と同化することが出来るものなのです.それのみでな

13) ここでは次の二つのことに注意せねばなりません. 第 -vこ， われわれはこの生活の中に天間が完
全に含まれているかの如く主張せんとするものではなし死は救IH:主によって克服されたBから，も
はや存在しなし、が故に，天国はこの生活の中から漸く始るということあり，第二には，勿論ここでは

時間空間における物費の融合についてではなく，思想及び原理にお汁る融合についてのみ語っている

ということです. (東注〉
ここでチャアダーエブは，デカルトとかライブニッツといった哲学上の権威から屡々かりて来た考
え，すなわち，生命の肉悼と精神とL、う独立せる二部分への分化という考えではなしに，生命の単一

性の理解にまで到達している. (立1.)
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く，たとえ世の出来事がそれ程われわれを悩ますことがなくとも，われらの心臓が全人

間の運命をおもんぱかってより強く打ち，われらの全思想，全行為がすべての人の !ι
丘!・行為と調和のとれた一体となって河{とするために辻， 他の人々の行為についての共

通の深い思いやりがありさえすれば、 人間すべてとの確屈とした結びつきの内的な自覚

がありさえすれば，それで、充分なのです. このわれわれの本性のおどろくべき特徴を苛

吠しつつ，次第次第に心の中においてこの特徴を発達させながら，われわれは， 自分た

ちの前途が一望の下に目下に展開する高みに迄到達することが出来るのです.一度この

高みに登って， ここに踏みとどまり. 二度と再び去らねぽならぬ低き処へ落込主ぬ人こ

そ宇せというべきでしょう.今迄のわれわれの存在というものは.生と死の間の絶えざ

る動揺であり，長き苦しみで Lた. 今や J空ーの生活が拾ったのであって、 この時から真

と善の道を歩むことこそ，われわ，h丈にかかっているのです. というのも. この時から
精神的苦界の法則は，在、j主にとって理解出来心もので;ヱなくなる方、らなのです.

しカ込しわれわれの間関の生活は果 Lてこのように常まれているのでしょうか.全く

反対です.精神的世界の法印!というものは.おそくなって.それもはっきりせずに生活

の中にあらわ;hるものですが，御承知のように. これを物質界の法別と同ピように考え

ることは出来させん. (これはわれわれにかかっているので立ないのです.) 14)われわれ

に対Lて要求されていることは， カミカるる認識が立達の知的視野i二入った時に. これに対

して開カ.;htニ心を持つと L、うことだけです. II常生活の歩みの中とか.毎日の心労とか

よくある心のまどろみのI~!でほ，精神的位界の法則;工.物質的世界の法 ftlj よりもはるか

にイ、明瞭にあらわれ主す.かかる法要iJが.完全にわれわれを支配L，在、達の行動や知性
の働きを一々規定するt:，)の;土確かですが、同時に.何らかのおどろくべき組什せの結里

として， 同断なく続く奇蹟を通 Lて‘ 1の官、速の中i二独自i的活動の白党を保持L，わ，れわ

れが為すすべてのこと.心識の鼓動の一つ一つや. 在、速の知力が殆ど関知することもな

L 、束の間の考えにずら， きびLい責任を課Lているといろことも事実です. それにも拘

らず，治りわる法則は，われわれの理解の及ばぬところとなって， 深い関の中に陥ってい

るのです.一体これはどう Lたことなので Lょう. 人は自分が知らずLて道J=I.;の役を里;

1ている.頁の原動力もわからずに， 自分自身i二t.tJtiJを剖り出して，この白ちのイニシ

アティプででっちあげ、た法則を， 造語律とか叡知とか.更には弓売上詩とか単に法ftlJとカミ

11子んでいます 17) 従ってこれは宅 人間がその手で{乍った脆いものであって‘その気にな

れば打設すことも H~来主す L ，又事実たえず畏れてもいるもののです.そ L て人はそ

のあわれむべき盲呂の中に， 白分の存在の真の法則が.すべて確実で.絶吋的で不変な

るものと考えているのです. Lか L人iえその知性を掛かしてλただ;十でも，この夜、め

られた原理に関して，それ以上とは言わなし、主でも. どう Lても不可欠なものだけは理

14) γ ャホフスコーイの挿入.

1ラ) Falkは，ロ、ンア語の orrpe，ll.e.'1兄eT (= bestimmt， de五niert，verorJneti というi訳語が，フラシ

ス語の何を訳したのか，残念ながらわからないといっている.
16-) チ γアダーエフの作品の飽の笥所でも見られるように， 彼は一方では生活一般の捜部が， 他方で
は人間の自由が確醤たるものであることを認めながら，それらの原理が一致する道を示すことなく，

単にそれらの共存を「間断なく続く奇韻」と呼んでいる. (Il1.) 
17) 古代の人々を晃よ. (罪注〉
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解することが出来るのです， しかしながら，たとえ道徳、律というものが物芸的法期と同

じようにわれわれの外にあって，弘達の知識にはかかわらぬものであっても，この二つ

の法期の間には本質的な桓異があワます.無数の人間が，吉然の物質的な動力について

は少しも理解することなしに生きてきましたし，現在でも暮しています.神は人間が自

分の力で，次第にこれらを発見することを望まれたからです. しかし理性的存在は，い

かに低いものであろうと，又その能力がし、かに劣ったものであっても，自らを行動にか

りたてる原理についての， いくらかの理解力は持っているものなのです.思索したり，

物ごとについて判断するためには，善悪についての理解が必要です 18) 人間からこの理

解力を奪うならば，思索することも判断することもなくなって，人は理性的存在たるこ

とをやめることになります. この理解力がなかったとしたら，荷はわれわれを一瞬時た

りとも生かしてはおかなかったことでしょう.神はわれわれを，この理解力を持たせて

お創りになられたのです.われわれの魂の中に玄妙なやり方で投ぜ、られた，この不完全

な思想こそ，理性的人間の全存在を形成しているのです. もしこの思想を最初にわれわ

れに与えられた時のように純粋な形に再現することが昔尾よく出来るならば，そこから

何が生まれ出るかを，あなたはたった今見てこられたわけで、す. しかし もしわれわれ

が自分自身の本性の中にのみ，私達の全知識の原理というものを探し求めるならば，ど

のような結果になるかということも，考えてみなければなりません.

ソコーリニキ

0830年)llJ) 7月1日

18) ここでチャアダーエフは， 第五書簡で否定している， 人間の生得の思想、の存在という考えを許容
しているようである.かかる不明瞭さは，多分論言の転換がうまくゆかなかったことによるものであ

ろう. (立1.)

19) 序文で述べたように，書簡の或稿が 1830年であるということは，ジハレフの収録したチャアダー
エフの作品のコピー中に残っていた第三書簡からとった. (lll.) 
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